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１ 目指

 

(１) ま

 

１) 都

本

総合

目指

進

に暮

行政

近

地球

た，

く必

ピー

と古

る活

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
芦屋国際

宅都市建設

第
３
次
芦
屋
市
総
合
計
画 

指すべき

まちづくり

都市計画マ

本市は，地方

合計画※」を

指し，これま

めてきました

暮らすことに

政がその実現

近年，時代の

球規模の自然

，震災関連事

必要もありま

これらを踏ま

ールし，快適

古いものが共

活力あるまち

文化住

設法 

第
４
次
芦
屋
市
総
合
計
画 

都

「

の

力

成

参

責
性
の

都市像 

りの基本的な

スタープラ

方自治特別法

策定し，市民

まで一貫して

た。第４次芦

に誇りと愛着

現に向けた方

の潮流は大き

然環境との共

事業によって

ます。 

まえて，本マ

適な住環境の

共存しながら

ちづくりを市

図

都市環境形成 

「花と緑の都市

の推進・統一感

力ある都市景観

成」 

参画と協働 

「市民に対する
責任と行政の
性，
の構築」 

 

な考え方 

ンの基本的

法「芦屋国際文

民と行政の協

「知性と気品

屋市総合計画

着を持ち，まち

方策を考える方

く変化し，少

生，ライフス

生じた厳しい

スタープラン

中で多様なラ

も調和して個

民と協働で進

図 1-1 都市

ユ

ン

「

基

文

「

源

ー

市環境

感と魅

観の形

る説明
の透明

的な考え方 

文化住宅都市

協働の下に，個

品に輝く活力

画では，この

ちの魅力を高

方法で市民と

少子高齢社会

スタイルの多

い財政状況の

ンでは，震災

ライフスタイ

個性的な美を

進めることを

計画マスター

ユニバーサルデ

ンのまちづくり

「安全で快適な

基盤整備の推進

文化の保全・育

「歴史的・文化

源の保全とネッ

ークの形成」

市建設法※」の

個性豊かで都

力ある国際文化

のような流れを

高めるために

と行政の協働

会の到来とユニ

多様化など対応

の下で，適切な

災から復興した

ルが営まれ，

を創り出すよ

を基本的な考え

ープランの基

デザイ

り 

な都市

進」 

育成 

化的資

トワ

芦屋

図る

 

①真

空

②芦

現

生

③歴

し

④す

ち

⑤市

ち

の理念を基調

都市的魅力に

化住宅都市」

を継承しつつ

，目指すべき

による計画づ

ニバーサルデ

応すべき課題

な社会資本の

た新しい芦屋

自然環境と

うな，芦屋ブ

え方とします

基本的な考え方

屋ブランドの再

る活力あるまち

真に快適で高質

空間の形成 

芦屋庭園都市宣

現による人と自

生 

歴史・文化資源

した成熟都市の

すべての人に優

ちづくり 

市民とともに進

ちづくり 

全体

とした「第３

あふれたまち

を目標にま

つ，市民一人

きまちの姿を

づくりを推進

デザインのま

題は山積して

の維持管理を

屋のまちづく

と人間社会，

ブランド※の再

す。 

方 

再構築を

ちづくり 

質な都市

宣言の実

自然の共

源を生か

の形成 

優しいま

進めるま

体構想
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３次芦屋市

ちづくりを

ちづくりを

一人が芦屋

を市民が考え，

進しています。

ちづくり，

います。ま

検討してい

りを広くア

新しいもの

再構築を図

芦
屋
市
民
憲
章 

 

芦
屋
庭
園
都
市
宣
言 
 

 

，

。 
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２) 

平

中で

こ

行政

の下

 

自

 

     
まちづく

基本方

１ 

人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
新
し
い
世
代
に
つ
な
げ
る 

２ 

人
々
の
つ
な
が
り
を
安
全
と
安
心
に
つ
な
げ
る 

 

目標体

構想 

「第４次芦屋

平成 23 年度

で絆(きずな

この将来像の

政のつながり

下に目標体系

然とみどり

くりの 

方針 

１ 一人
め，
る 

２ 多様
流す
いる

３ お互
の心

４ 子ど
くま

５ 地域

６ 市民
ごし

７ 高齢
安心
の支

８ 一人
しの

９ まち
に行

体系 

屋市総合計

度にスタート

)を育み，“

の「絆(きずな

り」と捉え，

系を設定して

りの中で絆
きずな

目標とする 10

人一人のつな
地域主体のま

様な文化･スポ
するまちで，芦
る 

互いを尊重しな
心が広がってい

どもたちが社会
ましく育ってい

域で安心して子

民が心身の良好
している 

齢者や障がいの
心して住み続け
支え合い・助け

人一人の意識や
の安全を支えて

ちの防災力が向
行動できるよう

 

画」のまち

した「第４次

新しい暮らし

な)」を「人と

４つの「芦屋

います。 

絆
な

を育
はぐく

み，

年後の芦屋の

ながりが地域の
まちづくりが進

ポーツ･芸術･伝
芦屋の文化があ

ながら理解と思
いる 

会へ羽ばたける
いる 

子育てができて

好な状態を維持

のある人がいき
けられる，まち
け合いが進んで

やまちの雰囲気
ている 

向上し，災害時
う備えている

づくりの目

次芦屋市総合

し文化”を創

と人とのつな

屋のまちづく

“新しい暮

の姿 

の力を高
進んでい

 1-

 1-

 1-

伝統が交
あふれて

 2-

 2-

思いやり
 3-

 3-

るようた

 4-

 4-

 4-

ている 

 5-

 5-

持して過
 6-

 6-

きいきと
ちぐるみ
でいる 

 7-

 7-

 7-

気が暮ら
 8-

 8-

時に的確
 9-

 9-

標 

合計画」では，

創造・発信する

ながり」，「人

りの基本方針

暮らし文化

-1 市民一人一人

に入れられる

-2 市民が主体と

-3 地域主体のま

まっている

-1 市民が教養を

-2 様々な交流が

-1 平和と人権を

-2 男女共同参画

-1 子どもたちが

ている 

-2 青少年が社会

-3 学校園・家庭

えている 

-1 世代を超えた

えている 

-2 子育てと仕事

-1 市民が健康づ

-2市民が適切な

-1 地域における

-2 高齢者がいつ

-3 障がいのある

に発揮できる

-1 市民一人一人

いる 

-2 犯罪が起きに

-1 家庭や地域，

-2 災害に強い安

芦屋の将来

るまち」と掲

人とまちとの

針」へ展開し

”を創造・

施策目標

人がそれぞれの状

る 

となった活動が増

まちづくりの仕組

を高める機会が豊

が，多様な文化へ

を尊重する意識が

画社会の実現に向

が「生きる力」を

会で自立するため

庭・地域が連携し

た多様なつながり

事の両立を可能に

づくりに取り組ん

診療を受けられ

保健・医療・福祉

つまでもいきいき

る人の権利が尊重

る 

人の暮らしの安全

にくいまちになっ

行政の防災力が

安全なまちづくり

来像を「自然

掲げています

のつながり」

し，それぞれ

・発信する

標 

状況に応じて必要

増え，継続的に発

組みが根付き，地

豊富にある 

への理解と見識を

が行き渡っている

向けて意識が広が

を身につけ，健や

めの力を身につけ

して，子どもたち

りが様々な家庭の

にする環境が整っ

んでいる 

れる 

祉の連携体制が確

きと安心して暮ら

重され，持てる能

全・安心への意識

っている 

が向上している 

りが進んでいる 

とみどりの

。 

，「市民と

の基本方針

まち 

要な情報を手

発展している

地域の力が高

を深めている

る 

がっている 

やかに成長し

けている 

ちの育成を支

の子育てを支

っている 

確立している

らせている 

能力を最大限

識が高まって

 



 

 

３ 

人
々
の
ま
ち
を
大
切
に
す
る
心
や
暮
ら
し
方
を
ま
ち
な
み
に
つ

な
げ
る 

が
り
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
る 

＊）ゴ

 

３) 都

本

ら約

市像

ま

「ま

本マ
 

 
  

まちづく

基本方

３

人
々
の
ま
ち
を
大
切
に
す
る
心
や
暮
ら
し
方
を
ま
ち
な
み
に
つ

10 花と
然と

11 環境
が広

12 交通
り，
よう

13 充実
しを

４ 

人
々
と
行
政
の
つ
な

14 信頼

15 経営
状況

シック体の文

都市計画マ

本マスタープ

約５年が経過

像については

また，平成 2

まちづくりの

マスタープラ

くりの 

方針 

と緑に彩られた
と調和している

境にやさしい清
広がっている 

通マナーと思い
市内が安全に

うになっている

実した住宅都市
を支えている 

頼関係の下で市

営資源を有効に
況になっている

文字は、都市

スタープラ

プランの計画

過したことを

は当初の設定

28 年 3 月に

の目標」にそ

ランの見直し

 

目標とする 10

た美しいまちな
る 

清潔なまちでの

いやりがまちに
に安心して移動
る 

市の機能が快適

市政が展開して

に活用し，健全
る 

市計画マスター

ン見直しの

目標年次は平

受け，整備方

定を基本的に継

策定された

れぞれ対応す

に当たっては

年後の芦屋の

なみが自
10-

10-

の暮らし
11-

11-

に行き渡
動できる

12-

12-

12-

適な暮ら

13-

13-

13-

ている 

14-

14-

全な財政
15-

15-

ープランと関

の視点 

平成 32 年度

方針の進捗を

継続します。

「第４次芦屋

する施策目標

は，整備方針

の姿 

-1 自然と緑を守

-2 建物などが地

-1 環境に配慮し

-2清潔なまちづ

-1 交通ルールや

-2 公共施設など

-3 市内を安全か

-1 良質なすまい

-2 住宅都市とし

-3 市内の商業が

-1 市民参画によ

-2 変化に対応で

-1 様々な資源を

-2 歳入・歳出の

関連する施策

度としています

を踏まえた経年

 

屋市総合計画後

標を設定し，重

針において，後

守り，創り，育て

地域ごとの緑ゆた

た暮らしやまち

づくりが進んでい

やマナーに関する

どのバリアフリー

かつ快適に移動で

いづくりが進んで

しての機能が充実

が活性化し，市民

よる開かれた市政

できる柔軟な組織

を有効に活用して

の構造を改善して

目標 

す。今回の見

年修正を行う

後期基本計画

重点施策，重

後期基本計画

施策目標

全体

てる文化を継承し

たかな景観と調和

ちづくりが進んで

いる 

る意識が高まって

ー化が進んでいる

できる 

でいる 

実している 

民の利便性も向上

政を運営している

織運営をしている

ている 

ている 

見直しは，前

うもので，目

画」では，前

重点取組を定

画との整合を

標 

体構想
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している 

和している 

でいる 

ている 

る 

上している 

る 

る 

回の改訂か

指すべき都

項で示した

めています。

図ります。

 

 

3
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(２) 将

 

１) ま

ま

 
 

    

 

本市は

住宅都市

  

 まち

    

    

    

構想 

将来の都市

まちづくり

まちづくりの

美
び

は，緑豊かな

市を目指します

ちづくりの３つ

美  －
 六甲

もに，

ふれる

 河川

災機能

快  －
 すべ

ながら

 また

ギー，

に取り

悠  －
 地域

新しい

源を生

り，ま

で成熟

市像 

の理念 

の基本的な考

、快
かい

高質な都市空

す。 

つの方向 

－ 緑豊か

山系の山々や

市民の手によ

美しいまちづ

や海岸，公園

を発揮する快

－ 人にも環

ての人に優し

，それらが一

，人の生活環

環境への負荷

入れ，人と自

－ 優れた市

に培われてき

文化が創出さ

かすソフト面

ちの活力向上

するまちづく

考え方に基づく

快
い

、悠
ゆう

空間を実現し

かな自然と調

や芦屋川や海

よる花と緑あ

づくりを目指

園・緑地，緑

快適な生活空

も環境にも優

しい安全で快

一体となった

環境だけでな

荷軽減，資源

自然環境が共

た市民文化が

きた本市独自

されるまちづ

面での取り組

上を図ります

くりを目指し

くまちづくり

悠
う

のま
し，人にも環境

調和した美

海浜など豊かな

あふれるまちづ

指します。 

緑豊かな街路な

空間を創造しま

優しい，住

快適な都市環境

た地域独自の個

なく，地球環境

源のリサイクル

共生できる都市

が息づく，成

の歴史や文化

づくりを目指し

組みを充実させ

す。また，市民

します。 

の方向を次の

まち
境にも優しく

美しく快適な

な自然環境に

づくりによっ

などをネット

ます。 

住みよいまち

境を基盤とし

個性あふれる

境の保全とい

ル・リユース

市の形成を目

成熟したま

化を，市民が

します。各種

せるとともに

民と行政の協

のように定め

 芦
，文化を育む

なまちづく

に恵まれた本市

って，人と自然

トワーク※する

ちづくり 

し，様々なスタ

るまちづくりを

いった広い視野

スなどの環境保

目指します。 

まちづくり 

がまちを通じて

種施設や周辺都

に，地域に根

協働の下，ゆ

めます。 

芦屋 

む活力ある国

り 

市の特性を生

然が調和した

ることにより

タイルの生活

を目指します

野に立って，

保全対策をま

て感じとり，

都市との連携

ざした文化の

とりと落ち着

国際文化

生かすとと

た，潤いあ

，優れた防

活が営まれ

す。 

省エネル

まちづくり

そこから

携，地域資

の交流によ

着きのなか

 



 

２) ま

ま

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

まちづくり

まちづくりの

成熟都市に

本市の顔と

施設の充実を

また，低層

宅街の街並み

向上させます

地域拠点や

文化の振興を

 

快適で安心

道路につい

とともに，市

に，自転車歩

間の創造を目

また，人に

ます。 

 

自然環境の

豊かな緑に

の維持保全を

緑豊かな景観

また，まち

自然環境と調

を進めます。

 

魅力ある高

六甲山系や

背景とした良

す。 

市民との協

を感じさせる

た空間を生か

 

すべての人

市街地の歩

ザインを促進

 

の施策的目

の方向に基づ

にふさわしい

となるＪＲ芦

を図り，地域

層戸建住宅に

みや，市内に

す。 

や主要施設，

を図るととも

心できる都市

いては，防災

市内交通の円

歩行者道，歩

目指します。

にも環境にも

の保全と芦屋

に囲まれた優

を図るととも

観形成と，人

ちなかの緑が

調和し，美し

 

高質な都市空

や芦屋川に代

良好な住宅地

協働による積

る市街地景観

かす，活力あ

人に優しいユ

歩行者空間や

進するととも

標 

き，今後目指

市民文化に根

芦屋駅前や，各

域性を生かした

に配慮した適正

に点在する歴史

公園・緑地な

もに，文化を通

空間の形成

災機能の向上と

円滑化や市内の

歩行者優先道路

 

も優しいまちづ

庭園都市宣言

優れた地域特性

もに，河川等の

人と自然が共生

が減少しつつあ

しい自然の中に

間の形成 

代表される緑豊

地景観を保全す

積極的な街並み

観の形成を目指

あるまちづく

ニバーサルデ

やあらゆる建築

もに，市民のユ

指していくま

根ざしたまち

各地域の中心

た個性ある地

正な土地利用

史的・文化的

などを結び，

通じた人々の

と都市の回遊

の各地域間の

路※，コミュ

づくりのため

言の推進 

性を生かし，

の身近な自然

生できる環境

あるなか，市

に快適な都市

豊かな自然環

することによ

みの統一によ

指すとともに

りを推進しま

デザインのま

築物をはじめ

ユニバーサル

まちづくりの施

ちづくり 

心となる地区

地域拠点を創

用を推進する

的資源の保全

市内の有機

の交流と連携

遊性を高める格

のコミュニテ

ニティ道路※

めに，地球環境

これまで築

然空間の活用

境形成を目指

市民の協力を得

市が形成され

環境と，本市

より，芦屋ら

より，芦屋のイ

に，他都市の追

ます。 

まちづくり 

めとしたまち

ルデザインに対

施策的目標を

において都市

出します。 

とともに，市

と活用を図り

的なネットワ

を促進します

格子状のネッ

ィレベルでの

等の整備など

境に配慮した

き上げてきた

や公園・緑地

します。 

得て「庭園都

るような花と

の景観の特徴

しい美しい景

イメージであ

追随を許さな

の空間におい

対する意識向

全体

を次のとおり

市基盤整備や

市を代表する

り，地域固有

ワークを形成

す。 

ットワークを

の交流を促進

ど，人に優し

たまちづくり

た芦屋のまち

地の確保，道

都市」づくり

と緑豊かなま

徴である歴史

景観の形成を

ある文化の香

ない，質の高

いて，ユニバ

向上を図りま

体構想

25

とします。

や生活関連

良好な住

有の魅力を

成し，市民

を形成する

進するため

しい道路空

を推進し

の花と緑

道路の緑化，

を進め，

ちづくり

史的資源を

を目指しま

香りや風格

高い成熟し

バーサルデ

す。 
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⑥ 

構想 

市民と行政

市民本位の

の交流を促進

を図ります。

まちづくりに

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋中央線（

政との協働に

の地域に根ざ

進するととも

また，まち

に気軽に参加

（花水木通り）

よる芦屋らし

ざしたまちづく

もに，貴重な市

ちづくり支援方

加できる環境を

 

しいまちづく

くりを推進す

市民の意見を

方策の充実を

を整え，市民

り 

するため，市

をまちづくり

を図り，子供

民と行政との参

民団体をネッ

に反映させて

から大人まで

参画と協働に

ットワークし

ていくための

ですべての人

によるまちづ

して団体間

の体制整備

人が地域の

づくりを進

 



 

(３) 将来

本

素に

地区

ます

を形

 

１) 

① 

② 

③ 

④ 

来の都市構

本市が目指す

に分類し，そ

区であり，「都

す。これらに

形成すること

都市拠点 

中心核 

ＪＲ芦屋駅

間及び本市の

業務機能の強

な都市機能が

 

地域核 

身近な商業

周辺地区，シ

地域における

域コミュニテ

能を果たすこ

 

地域拠点 

山手地域の

公園は，市街

位置付けます

山手地域の

「医療拠点」

 

地域ゾーン

伊勢町の図

ーン」として

ながら，本市

市役所，消

の周辺地区を

しやすいユニ

格ある都市景

芦屋川河口

（人工海浜）

奥池地区は

境を創造し，

構造 
将来の都市構

れぞれの構成

都市軸」は市

加えて，市内

により，高質

駅周辺地区は

の主要な広域

強化が進めら

が集積する「

業集積が見ら

シーサイドセ

る市民生活の

ティを活性化

ことから，多

の芦屋市霊園

街地の中にあ

す。 

の市立芦屋病

としての機

ン 

図書館，美術

て位置付けま

市の芸術・文

消防署，市民

を「シビック

ニバーサルデ

景観を形成し

口と芦屋キャ

）は，都市部

は，現況の地

人と自然の

構造を「都市

成要素の将来

市内の主要道

内各地域を有

質な都市空間

は市の中心にあ

域交流の結節点

られ，都市活動

「中心核」とし

られる阪急芦屋

センター，南芦

の中心となる

化させ，市民に

多様な活用を検

園及び仲ノ池緑

あるまとまった

病院については

機能を果たしま

術博物館，谷崎

ます。「文化ゾ

文化の中心的機

民センターなど

ゾーン」とし

デザインの都市

します。 

ャナルパーク，

部に近接する

地形と自然資源

の新たな共生の

市拠点」，「都

来方向を設定し

道路等，交流を

有機的に結び

間の形成と活力

あり，商業・

点でもありま

動の拠点とな

して位置付け

屋川駅，阪神

芦屋浜地域の

「地域核」と

による地域の

検討します。

緑地，浜地域

た緑であり，

は，市の中核

ます。 

崎潤一郎記念

ゾーン」では

機能を果たし

どの公益施設

して位置付け

市空間づくり

，海浜公園，

貴重な海洋性

源を最大限尊

の在り方を提

都市軸」，「

します。「都

を支援する交

，多様な機能

力の向上を図

業務機能が集

ます。また，

なっています。

けます。 

神芦屋駅，阪神

のセンター地

として位置付

の個性を生か

 

域の芦屋中央公

憩いの場です

核病院として

念館などの文化

は，芦屋独自

します。 

設や官公庁施設

けます。「シ

りが進められ

南芦屋浜地域

性レクリエー

尊重するとと

提示する「自然

「有機的ネッ

都市拠点」は主

交通網によって

能を発揮する

図ります。 

集まる地区で

市街地再開発

。当地区は本

神打出駅の各

区は，「中心

けます。これ

したまちづく

公園，南芦屋

す。それらを

市民の誰もが

化施設が集積

の文化的な香

設が集積する

ビックゾーン

るとともに，

域のマリーナ

ーションゾー

もに，豊かな

然共生ゾーン

全体

トワーク」の

主要な都市機

て表現するこ

る「有機的ネ

であるととも

発事業によっ

本市の顔であ

各鉄道駅周辺

心核」の機能

れら「地域核

くりを支える

屋浜地域の芦

を「緑の拠点

が安心して利

積する地区を

香り漂う空間

る芦屋川左岸

ン」では，誰

芦屋川と調

ナと潮芦屋ビ

ーンとして位置

な自然と調和

ン」として位

体構想

27

の３つの要

機能を担う

ことができ

ットワーク」

に，阪神

て商業・

あり，高度

辺や岩園橋

能を補完し，

核」は，地

中心的機

芦屋市総合

点」として

利用できる

を「文化ゾ

間を形成し

岸沿いとそ

誰もが利用

調和した風

ビーチ※

置付けます。

和した住環

位置付けま
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２) 

① 

② 

 

③ 

 

３) 

① 

② 

構想 

す。「自然共

を創出します

 

都市軸 

広域交流軸

本市を東西

などの広域幹

する「広域交

配慮すること

 

中央都市軸

市街地中央

市の骨格を形

「中央都市

活する都市空

地域環状軸

東西方向の

芦屋山麓線，

な市内交通と

環状軸」とし

有し，市街地

地域をつな

都市回遊ゾ

芦屋らしさ

のものを楽し

そのため，

業活動とが相

ての機能を兼

特に，ＪＲ

商業空間が面

回遊ゾーン」

で快適な道路

化が生まれる

 

歴史回遊ゾ

はるか昔か

の恵まれた住

屋独自のアイ

共生ゾーン」

す。 

軸 

西に横断する

幹線道路，ま

交流軸」とし

とを関係機関

軸 

央部を南北に

形成する「中

市軸」では，

空間のシンボ

軸 

の｢広域交流軸

稲荷山線，

とコミュニテ

して位置付け

地内の公園や

なぐ有機的ネ

ゾーン 

さあふれる市

しむことが出

各鉄道駅周

相乗効果を奏

兼ね備えます

Ｒ芦屋駅と阪

面的に広がり

を形成しま

路空間の中を

る発想が培わ

ゾーン 

から本市が優

住環境の中で

イデンティテ

では，人々の

国道２号及び

また，ＪＲ神戸

して位置付けま

関と協議して進

に貫き，「中心

中央都市軸」と

せせらぎ空間

ボルロード※と

軸｣によって，

打出浜線，芦

ティレベルの交

けます。「地域

や緑地をネッ

ネットワーク

市民生活と，人

出来るような仕

周辺の地域核で

奏で，市民生活

す。 

阪神芦屋駅間の

，「中心核」

ます。「都市回

を新しい芦屋の

われるような，

優れた居住条件

で育まれた文化

ティ※を市民自

の暮らしに自

び国道 43号，

戸線などの鉄

ます。「広域

進めます。

心核」と「文

として位置付

間や街路樹の

としての整備

，地域南北の

芦屋浜線，芦

交流を担うと

域環状軸」は

トワークする

ク 

人々の交流を

仕掛けを持つ

では，駅の持

活に活気があ

の近隣商業が

」や「地域核

回遊ゾーン」

の魅力を感じ

，活気あふれ

件を持ってい

化の名残をた

自身が感じと

自然を導入し

，阪神高速３

鉄道は，阪神

域交流軸」の役

文化ゾーン」

付けます。 

の美しい景観

を進めます。

の交流が妨げ

芦屋川左岸線等

とともに，災

は，緑豊かな植

る身近な緑空

を促すまちづ

つまちづくり

持つ広域交流機

あふれるよう

が集積する地

核」とつなが

では，市内外

じながら自由

れるまちづく

いたことを示す

たどることに

ることができ

，季節感が楽

３号神戸線及

間はもとより

役割を尊重し

を結ぶ軸とな

が形成され，

 

られがちな市

等の主要な地

害時に防災機

植栽と安全で

間としても機

くりの舞台と

を目指します

機能と駅周辺

な「身近なに

区では，既存

って様々な機

外の各地域か

に散策し，そ

りを進めます

す様々な遺跡

より，時代を

きるような仕

楽しめる豊か

及び阪神高速５

り全国をネッ

しながらも，

なる芦屋中央

人々が生き

市街地を環状

地域幹線道路

機能を発揮す

で快適な歩行

機能します。

として，市民

す。 

辺の商業施設

にぎわいゾー

存の商業集積

機能を発揮す

から人が集ま

そこから新し

す。 

跡や文化財，

を経ても変わ

仕掛けづくりを

かな住環境

５号湾岸線

トワーク

住環境に

央線を，都

生きと生

状につなぐ

路を，円滑

する「地域

行者空間を

 

民がまちそ

設が持つ商

ーン」とし

積と新たな

する「都市

り，安全

しい市民文

また，そ

わらない芦

を，市民

 



 

 

③ 

と協働で行い

阪急芦屋川

辺など，歴史

「歴史回遊ゾ

中を自由に散

芦屋の良さを

海浜回遊ゾ

芦屋浜と南

とします。

連続性のある

洋レクリエー

しい芦屋の海

このゾーン

なぎさ回廊」

浜)，芦屋川

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上空

います。 

川駅周辺から

史的環境要素

ゾーン」では

散策すること

を再認識でき

ゾーン 

南芦屋浜間の

「海浜回遊ゾ

る新しい都市

ーション機能

海浜空間の魅

ンは阪神臨海

の一つの拠

川河口などと連

（海側）から見

ら阪急電鉄以北

素が残されてい

は，史跡や遺跡

によって，市

きるような情緒

の海面とこれに

ゾーン」は，橋

市景観を生み出

能の活性化や周

魅力を市民に提

海部の公園や海

拠点となります

連携して「大

見た芦屋市 

北の山手地域

いる地区を結

跡，歴史的建

市民が古き良

緒あふれるま

に面する地区

橋梁と海岸沿

出します。ま

周辺住宅地と

提供します。

海洋レクリエ

す。また，南

大阪湾ベイエ

域，阿保親王塚

結んで，「歴史

建造物などを巡

良き芦屋の姿

まちづくりを進

区を，地域間

沿いの緑地な

また，芦屋の

と調和した都

 

エーション地

南芦屋浜地域

リア開発整備

塚，阪神打出

史回遊ゾーン

巡り，歴史を

をしのび，今

進めます。 

の交流を促す

どにより，分

自然海浜を感

市景観を形成

を結ぶネット

のマリーナや

備」の一翼を

全体

出駅周辺，六

ン」を形成し

を感じさせる

今後も守って

す「海浜回遊

分断された両

感じさせなが

成することに

トワークであ

や潮芦屋ビー

担います。 

体構想

29

六麓荘町周

します。

街並みの

ていくべき

遊ゾーン」

両地域間に

がらも，海

により，新

ある「阪神

ーチ(人工海
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構想 

図 1-2 将来都市市構造 

 

 



 

(４) 庭

出に

進め

な

づき

 

１) 

を

物

感

 

２) 

る

ゾ

等

甲

体

 

３) 

域

し

た

ト

な

 

４) 

よ

よ

が

庭園都市構

「芦屋庭園都

による「庭園都

め，３つの「

なお，計画的

き具体的な取

やまの緑ゾ

北部地域の

を感じること

物の生態を守

感じられるよ

まちの緑ゾ

山手地域か

る市街地形成

ゾーン」では

等を積極的に進

甲山系の尾根

体験できる道

海と緑のゾ

潮芦屋ビー

域を，水と緑

して位置付け

ための施設及

トワーク」の創

な海浜空間の

水と緑のネ

芦屋川及び

「水と緑のネ

より緑を結ぶ

ようにして，

が育まれる豊

 

構造 
市宣言」に基

都市」の実現

ゾーン」と各

な公園・緑地

り組みを検討

ゾーン 

六甲山系の山

ができる「や

れるような自

うに，自然遊

ゾーン(ガー

ら浜地域まで

を目指す「ま

，市街地の整

進めることに

など，既存の

路等の整備を

ゾーン(マリ

チ(人工海浜

に囲まれた潤

ます。「海と

び海浜景観と

創出起点とし

形成を図りま

ネットワーク

宮川は，南北

ットワーク」

きめ細かなネ

人と自然が身

かな環境づく

基づき，花と

現を目指しま

各ゾーンを連

地の整備や，

討します。 

山並は，自然

やまの緑ゾー

自然環境を再

遊歩道や広場

ーデン・シテ

での市街地は

まちの緑ゾー

整備や建築物

により，まち

の自然景観の

を検討します

ーナ・パー

)，マリーナ

潤いある活動

と緑のゾーン

と調和したゆ

して，誰もが

ます。 

ク 

北の緑地を結

として位置

ネットワーク

身近に触れ合

くりを進めま

緑いっぱいの

す。そのため

連携する「水と

山麓部の緑の

然の生態系が育

ーン」として位

再整備します。

場の維持管理を

ティ) 

は，市民の潤い

ーン(ガーデン

物の建設に当た

ちの緑被率※や

の眺望の確保に

す。 

ーク) 

ナ，芦屋キャナ

動空間を形成す

ン」では，マリ

ゆとりある住宅

が安心して海に

結んで市街地に

置付けます。こ

を形成するこ

合う快適環境を

す。 

の「快適な生

め，地域特性

と緑のネット

の保全につい

育まれる豊か

位置付けます

また，子供

を適切に行い

いある豊かな

ン・シティ)」

たって，区画

や景観の向上を

に努めるとと

ナルパークを

する「海と緑

リーナを中心

宅地の整備を

に親しみ，自

に潤いを与え

これらの河川

ことで，都市

を創造します

生活環境と魅力

性に応じた自然

トワーク※」の

いては，「緑の

かな環境の中で

す。「やまの緑

供たちが自然

います。 

な生活の舞台

として位置付

画内や道路の緑

を図ります。

ともに，美し

を有する浜地域

緑のゾーン(マ

心とした海洋ス

を進めます。ま

自然との触れ合

え，本市の景観

川を軸として，

市全体を水と緑

す。また，都市

全体

力ある都市景

然環境の保全

の形成を図り

の基本計画※

で，人々が身

緑ゾーン」で

との触れ合い

として，花と

付けます。

緑化，屋上・

また，近景

く風格ある都

域南部から南

マリーナ・パ

スポーツやレ

また，「水と

合いを楽しめ

観や緑の主軸

，さらに，街

緑のネットで

市の中で自然

体構想
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景観」の創

全・活用を

ます。 

」等に基

身近に自然

では，動植

いを身近に

と緑あふれ

「まちの緑

・壁面緑化

の緑や六

都市景観を

南芦屋浜地

ーク)」と

レジャーの

と緑のネッ

める魅力的

軸となる

街路樹等に

で覆い尽す

然の生態系
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構想 

図 1-3 庭園都市市構造 

 



 

２ 実現

 

本市の

市の都市

観」，

のまちづ

 

(１) 土

国

いう

の検

Ｊ

図る

公

都市

Ｊ

つ地

各

住宅

住宅

本

ら低

これ

(２) 都

主

所等

必要

本

線が

住宅

ずに

き東

南

よっ

上

既

必要

る必

現に向け

の目指す都市像

市計画上の課題

「市街地及び住

づくり」の８

土地利用 
国道 43号は，

う観点に立っ

検討が必要と

ＪＲ芦屋駅周

る必要があり

公益施設や地域

市機能を発揮

ＪＲ芦屋駅南

地区であり，

各鉄道駅周辺

宅と中層住宅

宅系の土地利用

本市では，バ

低層戸建住宅

れに対して，本

 

都市施設 
主要な都市機

等の公共施設

要があります。

本市の東西方

が平成 22年 1

宅地から発生集

に区画道路や

東西軸の強化

南北方向の軸

って，南北軸

上下水道をは

既成の道路，公

要があります。

必要がありま

た都市計

像の実現に向

題を，「土地

住宅地」，

つの視点から

広域交流軸

て，沿道緑地

なっています

辺は，本市の

ます。 

域に根ざした

する拠点を市

地区では，北

市街地の再整

や主要な幹線

，商業系用途

用に配慮しつ

ブル経済の崩

に住む市民と

本市の特徴で

能を果たして

の有効利用を

。 

向軸としては

10月に全線開

集中する日常

細街路に通過

が必要です。

は，主要な広

を強化して地

じめとするラ

公園・緑地の

。また，計画

す。 

計画上の主

向けて，本市

地利用」，「

「都市防災」

ら整理すると

としての機能

地の整備推進

す。 

の顔にふさわ

た商業集積地

市民が主体と

北地区と比べ

整備や土地の

線道路の沿道

途などの無秩

つつ，地域性

崩壊以降，民

との間で，景

である低層戸

ている市役所

を図るととも

は，国道２号

開通するなど

常生活に関連

過交通が流入

 

広域幹線道路

地域間の交流

ライフライン

の維持管理に

画的な公園配

主要課題

市の広域的位置

「都市施設※」

，「福祉のま

，次のように

能を保持しな

進などを基軸と

わしい都市拠点

地が点在した地

なって形成す

べて十分な都市

の有効利用を推

道で，住宅系の

秩序な混在によ

性に応じた有効

民間事業者等に

景観や住環境な

戸建住宅地区を

所や市民センタ

に，ネットワ

号及び国道 43

ど，交通処理能

連する交通や，

入している実態

路によって分断

流を促し，市全

ン※については

については，今

配置を検討し，

題 

置付け及び現

，「自然環境

まちづくり」

になります。

ながらも居住空

とした環境保

点として，地

地区において

する必要があ

市機能が集積

推進する必要

の土地利用が

より住環境が

効利用を図る

によるマンシ

などに関する

を保全する手

ター，保健福

ワーク化によ

号をはじめ

能力の強化が

業務活動に

態について，

断され，円滑

全体の活性化

は，耐震技術を

今後も市民と

市街地に公

現況の把握に

境保全及び都

，「市民と行

 

空間としての

保全に重点をお

地元地域と連携

ては，地域に密

あります。 

積されていませ

要があります。

がなされている

が変化しつつあ

る必要がありま

ション建設が進

る問題が頻繁に

手立てが必要

福祉センター，

よって相互の補

とする広域幹

が図られていま

に関連した交通

今後の動向を

滑な市内交通が

化を図る必要が

を生かした機

との協働を図

公園や緑地のネ

全体

より明らかと

都市環境」，

行政による参

の沿道利用を保

おいた適正な

携した更なる

密着して，よ

せん。高い利

。 

る地区では，

あります。そ

ます。 

進められてき

に起こってき

となっていま

，学校・幼稚

補完機能を充

幹線道路のほ

ます。阪神間

通量を円滑に

を勘案しつつ

が妨げられて

があります。

機能更新が必

りながら適切

ネットワーク

体構想

33

となった本

「都市景

参画と協働

保全すると

な土地利用

る活性化を

より高度な

利便性を持

低層戸建

そのため，

きたことか

きました。

ます。 

稚園・集会

充実させる

か，山手幹

間山麓部の

に処理でき

つ，引き続

ています。

 

要です。 

切に進める

クを形成す
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さ

ンフ

成，

 

(３) 自

北

る必

全す

市

成す

道

な環

に優

 

(４) 都

緑

誘導

り，

さ

市景

 

(５) 市

Ｊ

えた

る必

南

住宅

既

ある

 

(６) 都

阪

各地

ート

点相

 

(７) 福

少

クセ

施設

構想 

さらにこれま

フラ施設は，今

社会情勢の

自然環境保

北部地域は，瀬

必要がありま

することによ

市域を流れる河

するとともに

道路交通等に

環境問題への

優しい都市環境

都市景観 
緑豊かな美し

導方策を検討

民有地や公

さらに，「国

景観条例，屋外

市街地及び

ＪＲ芦屋駅南

た魅力あるま

必要がありま

南芦屋浜地域

宅を主体とし

既成市街地で

る良好な住宅

都市防災 
阪神・淡路大震

地域内の防災活

トの確保，ラ

相互のネット

福祉のまち

少子高齢社会

セスの改善，道

設等のユニバ

での高度経済

今後，建替え

変化に伴い，

保全及び都市

瀬戸内海国立

す。また，山

って，人と自

河川は，市街

，様々な生物

よる騒音及び

対策が必要で

境の形成を進

い住宅地の景

し，地域特性

共スペースの

際文化住宅都

外広告物条例

び住宅地 
地区では，本

ちづくりを推

す。 

では，都市基

た住宅地の形

の民間開発に

地を形成する

震災や近年発

活動拠点の確

イフラインの

ワーク形成に

ちづくり 
においては，

道路や公園等

ーサルデザイ

済成長期の急

えや大規模改

公共施設等

市環境 
立公園に属す

山裾では，住

自然環境の共

街地の貴重な

物の生息域と

び振動や地球

です。まちの

進める必要が

景観を保全･形

性を反映した

の緑化を一層

都市」にふさ

例等に基づき

本市の玄関口

推進するとと

基盤整備を進

形成を図る必

については，

る必要があり

発生している

確保，市街地

の構造強化が

による，都市

すべての人

等の都市施設

イン化を図る

急激な人口増加

改修が必要とな

等のあり方につ

する六甲山系を

住宅地の拡大を

共存を図る必要

な自然環境であ

しての環境保

球温暖化※によ

の緑化や環境へ

があります。

形成するため

た地区ごとのル

層推進していく

わしい，魅力

，積極的な景

としてふさわ

もに，本市の

進め，新しいラ

必要があります

条例等に基づ

ます。 

大規模災害の

地の防災対策，

が必要です。ま

市全体としての

人に優しい快適

設や交通施設等

必要がありま

加に対応して

なってきます

ついて検討す

を有しており

を規制し，貴

要があります

あるため，良

保全に配慮す

よる生態系への

への負荷が小

めに，建築物の

ルールづくり

く必要があり

力的な都市景

景観行政を進

わしい，住宅

の「中心核」

ライフスタイ

す。 

づいた建築物

の教訓から，

緊急避難ル

また，地域の

の防災・減災

適な都市環境

等，多くの人

ます。 

て整備してきた

す。また，人

する必要があ

，その自然環

貴重な植生や野

す。 

良好な景観を保

する必要があ

の影響など，

小さい循環型社

の用途やデザ

を行うことや

ます。 

景観の創造を

進める必要があ

宅・商業・公益

として計画的

イルを実現する

物等の規制・誘

市街地内のオ

ルートの機能強

の小学校や地区

災力の向上を図

境の実現を図る

人が集まる主要

た多くの公共

口減少ととも

ります。 

環境を恒久的

野生生物の生

保全し，親水

ります。 

都市生活に

社会の構築な

ザイン等に関

や，市民との

目指して，景

あります。 

益・交通の各

的なまちの再

る落ち着いた

誘導等により

オープンスペ

強化，救援物

区集会所など

図る必要があ

るため，各施

要駅，公共施

共施設やイ

もに年齢構

的に保全す

生息域を保

水空間を形

伴う様々

など，自然

する規制・

の協働によ

景観法や都

各機能を備

再整備を図

た低層戸建

り，ゆとり

ペース※や

物資搬送ル

どの防災拠

あります。 

施設へのア

施設や商業

 



 

(８) 市

少

たま

ア

画と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民と行政

少子高齢社会

まちづくりを

アドプト制度

と協働のまち

政による参画

や都市環境な

市民参画の下

など多様な市

づくりを推進

画と協働の

などの課題を

下に進めてい

市民参画や自

進していくこ

上空（山側

のまちづくり

を視野に入れつ

いく必要があり

立と連携によ

とが必要です

側）から見た芦

り 
つつ，市民本

ります。 

よる手法を採

す。 

芦屋市 

本位の成熟した

採用しながら，

全体

た都市型社会

，市民と行政

体構想

35

会に対応し

政による参
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構想 

図 2-1 都都市計画上のの主要課題 

 

 



 

３ まち

 

(１) 土

 

１) 市

我

す。

たが

市街

ちづ

らな

 

２) 土

本

を

第

の地

体

第

な住

と

付

浜

びそ

国

の商

阪急

業

南

とな

設用

して

 

３) 用

① 

ちづくり

土地利用の

市街地の区域

我が国の人口

。本市におい

がって，今後

街地の開発を

づくりを目指

ないものとし

土地利用配置

本市の市街化

中心とした適

第一種低層住

地区，南芦屋

とする良好な

第一種中高層

住宅地が形成

中層住宅の混

けます。 

浜地域の高層

その周辺は中

国道２号及び

商業集積地

急芦屋川駅，

と住宅が調和

南芦屋浜地域

なる商業地や

用地などを配

て位置付けま

用途別土地利

住宅系の土

良好な住宅

します。芦屋

画提案制度の

系の土地利用

整備方針

の方針 

域 

口は，近代の

いては，人口

後の土地利用

を進め，自然

指します。ま

します。 

置方針 

化区域内では

適正な土地利

住居専用地域

屋浜地域にお

な住宅地とし

層住居専用地

成された中低

混在が見られ

層集合住宅群

中高層住宅地

び国道 43 号

（シーサイド

阪神芦屋駅

和する住商共

域では，必要

や，阪神高速

配置するとと

ます。 

利用方針 

土地利用方針

宅地の保全又

屋らしさのあ

の活用を図り

用を中心とし

針 

急激な増加期

増加がみられ

に当たっては

然環境の保全や

た，市街地に

，住宅地がそ

用を図ります

域に指定してい

いて計画的に

ます。 

地域に指定して

低層住宅地とし

るものの，低

群が立地する地

地とします。

号の沿道地区に

センター），

駅，阪神打出駅

共存地とします

なものが身近

速５号湾岸線に

もに，マリー

 

又は形成を図

ある高質な都

ます。また，

しながらも，

期を経て平成

れるものの，

は，緩やかな

や中心市街地

については，

そのほとんど

す。 

いる阪急神戸

に低層戸建住

ている阪急神

して，阪急神

低層住宅に配

地区，南芦屋

については沿

及び南芦屋

駅の周辺，Ｊ

す。 

近にあって，

に近接する利

ーナと潮芦屋

図るため，地域

都市空間の形成

，広域幹線で

商業系用途

成 17 年（200

開発に伴うも

な人口増の動向

地の活性化を図

現在の市街化

どを占めている

戸線以北の地区

住宅が配置され

神戸線以北の地

神戸線から防潮

配慮した土地利

屋浜地域の震災

沿道複合型住宅

屋浜地域のセン

Ｒ芦屋駅の南

歩いて暮せる

利便性を生か

屋ビーチ(人工

域特性に応じ

成に向け，地

である国道２

との複合利用

5 年）をピー

ものが主な要

向を勘案しつ

図り，活気の

化区域(面積約

ることから，

区，芦屋川沿

れる地区など

地区は，中層

潮堤線までの

利用を図る中

災復興住宅が

宅地とし，Ｊ

ンター地区を

南西部，岩園

るように，セ

した生活利便

工海浜)を海洋

じて性格の異

地区計画※の

号や国道 43

用を許容して

全体

ークに減少に

要因となって

つつ，南芦屋

のある利便性

約 969ha)か

低層及び中

沿いの地区及

どは，低層戸

層住宅を中心

の市街地では

中低層住宅地

が建設されて

ＪＲ芦屋駅周

を商業地とし

園橋周辺地区

センター地区

便施設用地，

洋レクリエー

異なる住宅地の

の積極的な活用

号の沿道等

て日常生活の利

体構想

37

転じていま

います。し

浜地域の新

に富んだま

ら拡大を図

低層住宅地

び浜地域等

建住宅を主

とした良好

，低層住宅

として位置

いる地区及

辺，浜地域

ます。また，

を身近な商

に地域の核

住居利便施

ション地と

の形成を促

用と都市計

では，住宅

利便を図る
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1)

2)

3)

4)

② 

1)

構想 

など，立地を

) 低層住宅

低層住宅

ある良好な住

良好な住環境

 

) 中低層住

既に中層住

ります。 

阪急神戸線

これらの

極的な地区

層住宅との

また，地域

業施設の立

 

) 中高層住

既に整備

るとともに

住空間の実

も，調和の

 

) 沿道複合

住宅系の

設等の立地

道では，現在

ーン※(緩衝

 

商業系の土

商業地では

活性化を図り

 

) 商業地 

ＪＲ芦屋

地の有効利用

つつ，商業

また，浜

なる現在の

 

を生かした土

地 

地では，条例

住環境の保全

境を保全しま

宅地 

住宅地として

線から防潮堤

地区は低層住

計画などの活

共存を図りま

域レベルの幹

地を促し，こ

宅地 

されている中

，南芦屋浜地

現を図ります

とれた景観の

型住宅地 

土地利用を中

について許容

在の住宅地と

地帯)や防災

土地利用方針

は，市の中心

ります。 

駅周辺では市

用と利便性の

地を含めた市

地域のシーサ

商業集積を活

土地の有効利用

例や地区計画

全を図ります

ます。 

て良好な住宅

堤線までの市

住宅を主体と

活用により高

ます。 

幹線道路沿い

これらによる

中高層住宅地

地域に形成さ

す。また，低

の創造を心掛

中心としなが

容し，住宅都

としての環境

災帯として機能

 

心であるＪＲ芦

市の「中心核

の向上を図り

市街地開発事

サイドセンタ

活性化すると

用を促します

画，建築協定※

す。なお，市街

宅地が形成され

市街地部分では

しながら中層

高度化※を抑制

いでは中層住宅

整った沿道景

地では，周辺の

れる中高層住

低層戸建住宅を

掛けます。 

がらも，広域幹

都市にふさわし

境の改善を図り

能する緑地の

芦屋駅周辺地

核」にふさわし

ます。ＪＲ芦

事業※の事業化

ーと，南芦屋

ともに，日常

す。 

※などによって

街化調整区域

れている地区

は，低層住宅

層住宅を認め

制し，住環境の

宅の立地を許

景観の形成を

の低層・中層

住宅地区では

を中心とする

幹線道路沿道

しい沿道利用

りながら，後

の形成を図りま

地区とその他

しい広域商圏

芦屋駅南地区

化に向け取り組

屋浜地域のセ

常生活の利便

てミニ開発な

域内の奥池地区

区については，

宅に配慮した土

めていく住宅地

の維持向上及

許容するととも

を図ります。 

層住宅の住環境

は，新市街地に

る従来の住宅地

道の高い利便性

用を目指します

後背住宅地の環

ます。 

の鉄道駅周辺

圏を持つ商業地

区は，住宅系土

組みます。 

センター地区は

便性の向上に努

などを防止し

区についても

，居住環境の

土地利用を進

地を目指しま

及びマンショ

もに一部で小

境との保全と

にふさわしい

地景観と対照

性を生かして

す。また，国

環境を守るバ

辺の既存商業

地を形成する

土地利用と調

は連携して地

努めます。 

，ゆとり

も，現在の

の保全を図

進めます。 

ますが，積

ン等の中

小規模の商

と調和を図

い都市型居

照的ながら

て，商業施

国道 43号沿

バッファゾ

業集積地の

るため，土

調和を図り

地域拠点と

 



 

2)

③ 

1)

2)

3)

) 住商共存

中低層の

した住商共存

 

その他の土

) 生活利便

南芦屋浜

利便施設等

 

) 海洋レク

海洋性レ

に親しめる空

宅，文化施設

 

) 北部地域

市街化調整

自然環境の保

された住宅

全します。 

地 

土地利用の中

存の市街地空

土地利用方針

施設用地・住

地域の生活利

の生活関連業

リエーション

クリエーショ

空間形成に努

設等と調和し

（山地）等 

整区域では，

保全を図るた

地では，地区

中で，現在の

空間を形成し

 

住居利便施設

利便施設用地

業務施設を配

ン地 

ョン施設や駐

努めます。ま

した新しい市

瀬戸内海国

ため，引き続

区計画に基づ

の親しみのある

します。 

設用地 

地及び住居利便

配置します。

駐車場の整備，

た，ウォータ

市街地景観の形

国立公園六甲地

続き開発行為を

づく住宅系の土

る商業環境を

便施設用地で

各施設のバ

ターフロント

形成を図りま

地域や近郊緑

を制限します

土地利用方針

Ｊ

を生かしつつ，

では，業務施設

バリアフリー化

ト※の特性を生

ます。 

緑地保全区域等

す。また，奥池

針の下，現在の

Ｒ芦屋駅前 

全体

，周囲の住宅

設，医療施設

化等を進め，

生かした係留

等に指定され

池地区の既に

の優れた居住

体構想

39

宅地と調和

設及び生活

誰もが海

留施設付住

れた優れた

に開発造成

住環境を保
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構想 

図 33-1 土地利用用方針 

 

 



 

(２) 都

本

まし

施設

既

にし

対処

び修

な

する

を検

 

１) 

① 

② 

③ 

 

２) 

① 

② 

都市施設整

本市では，従来

した。今後は公

設転換や施設

既存施設につい

します。また

処療法的な事後

修繕・更新コ

なお今後の施設

るため，交通機

検討します。 

公共交通機

鉄道 

鉄道利用を

の促進に関す

がら駅舎及び

 

バス 

すべての人

公害型の車両

て図ります。

するとともに

 

駅前広場 

ＪＲ芦屋駅

慮しながらＪ

駐車場等の

駐車場 

路上駐車が

を検討し，路

し，ＪＲ芦屋

違法駐車の取

さらに，

ルについては

 

駐輪場 

環境汚染や

公共交通機関

整備の方針 
来から都市圏

公共交通機関

間のネットワ

いては，市民

，今後の公共

後保全から計

ストの平準化

設整備に当た

機能，防災機

機関等の整備

を促進するた

する法律（バ

び駅周辺のユ

人がバスを利

両の導入支援

また，バス

に，近隣住民

駅南地区は駅

ＪＲ芦屋駅周

の整備方針 

が増大してい

路上駐車の削

屋駅周辺など

取締りや防止

「芦屋市住み

は適切な台数

や交通事故な

関や自転車，

圏人口の増大や

関の利用促進，

ワーク化等，既

民との協働によ

共施設の基本

計画的な修繕

化，簡素で効

たっては，都

機能等の様々

備方針 

ために鉄道事業

バリアフリー法

ユニバーサルデ

利用できるよ

援を行うととも

ス停留所につい

民の理解を得

駅前広場の整備

周辺の交通機能

いる駅周辺につ

削減や自動車利

どの既存の駐車

止のための啓発

みよいまちづく

数の駐車場の確

など課題が多い

徒歩での移動

や市民ニーズ

，適切な改修

既存ストック

よる維持管理

本方針を盛り込

繕を行う予防保

効率的な管理を

都市計画道路な

な視点を踏ま

業者の協力を

法※）」など

デザイン化を

うに，ノンス

もに，運行の

いても，シェ

得ながら，人

備を推進し，

能の充実を図

ついては，鉄

利用者の利便

車施設の有効

発活動に取り

くり条例」等

確保に努めま

い自動車中心

動体系への移

ズに対応する

修や維持管理

クの一層の活

理を進めると

込んだ「公共

保全にシフト

を図ります。

などの都市施

まえ，都市施

を得て，「高齢

に基づき，鉄

を進めます。

ステップバス※

の改善による利

ェルター※やベ

と環境に優し

本市の南玄

図ります。 

鉄道事業者等

便性の向上を

効活用を図る

り組みます。

等に基づき，一

ます。 

心の交通体系

移行を促進し

ために都市施

理による既存公

用を図ります

ともに，事業

共施設等総合管

トすることによ

 

施設，市街地開

施設等の整備に

齢者，障害者

鉄道その他関

※やＣＮＧ車

利便性の向上

ベンチなどの

しい公共交通

関の顔として

の協力を得て

図ります。ま

とともに，地

一定規模以上

から，関係機

ます。特に，

全体

施設の整備を

公共施設の有

す。 

業者との役割分

管理計画」に

よる長寿命化

開発等を効率

に関する基本

者等の移動等

関係事業者の協

車（天然ガス車

上を関係機関

設置を関係機

通環境の形成

て，周辺の景

て計画的な駐

また，関係機

地域住民の協

上の集合住宅

機関の協力を

放置自転車

体構想

41

進めてき

有効利用，

分担を明確

に基づき，

化の推進及

率的に整備

本方針など

等の円滑化

協力を得な

車）等の低

関と協議し

機関と協議

を図ります。

景観にも配

駐車場対策

機関と協議

協力を得て

宅や商業ビ

を得ながら

車の多いＪ
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３) 道路

① 

② 

③ 

④ 

構想 

Ｒ芦屋駅周辺

 

路施設の整

本市におけ

現在の道路施

道路，橋り

改修の実施な

市民生活に

働で進めます

 

都市高速道

阪神高速

両の通行を受

 

広域幹線道

本市を横断

ら広域幹線道

ます。また，

進及び維持管

歩行者や自

歩行者保護の

 

地域幹線道

山手線，山

南北路線，南

奥山精道線は

これらの地

るとともに，

特に，芦屋

散策を楽しむ

また，すべ

地利用，歩道

化や人の動線

無電柱化など

 

地区幹線道

地区幹線道

行者空間の確

 

辺において，

備方針 

ける自動車交

施設に不足し

りょうについ

などを行い，

に関係が深い

す。 

道路 

3 号神戸線及

受け持つとと

道路 

断する国道２

道路として位

国道 43 号

管理や利活用

自転車の南北

の観点から安

道路 

山手幹線，防

南芦屋浜地域

は，市内交通

地域幹線道路

市民との協

屋川と宮川沿

むことができ

べての歩行者

道空間の確保

線を最優先に

どを検討しま

道路 

道路では，生

確保に重点を

関係機関や事

交通の役割分

している緑化や

いては，定期

歩行者への安

い道路施設に

及び阪神高速

もに，広域幹

号及び国道

位置付けると

号については，

用を図ります。

北の移動が困

安全施設整備に

防潮堤線など

域を結ぶ路線

通の基幹となる

路の交通ネッ

協働により沿道

沿いの路線で

きる快適で緑豊

者や自転車に

保や道路の緑

に考えた整備

ます。 

生活に密着した

を置いた道路空

事業者の協力

分担を明確に

やユニバーサ

期的に点検し，

安全対策を行

については，街

速 5 号湾岸線

幹線道路にお

43 号は，阪

ともに，災害

市民との協

。 

困難な場所の改

について関係

どの東西路線

線及び本市北部

る地域幹線道

トワークを考

道の植裁やポ

では，潤いある

豊かな道路空

に優しく快適な

緑化，歩道と

備計画，景観に

た道路として

空間を目指し

力を得ながら駐

し，交通ネッ

サルデザイン化

修繕や架け

行います。 

街路樹のアド

線は，広域流通

おける通過交通

阪神間のみな

害時の主要な

協働により，沿

改善や道路横

係機関の協力

と，芦屋山麓

部の山地部を

道路と位置付

考慮しながら

ポケットパー

る河川空間を

空間の形成を

な空間を提供

自転車道の区

に配慮したス

て，安全で景観

します。 

駐輪施設の整

ットワークの

化を進めます

け替え等を行

ドプト事業等

通を支える交

通量の軽減を

らず全国を結

な救援・避難

沿道緑地帯な

横断時の交通

を働き掛けま

麓線，宮川線

を南北に縦断

けます。 

ら市街地全域

ク※等憩いの

を生かして，

図ります。 

供するため，

区分の明示，

ストリートフ

観に配慮した

整備を検討し

の形成を図りま

す。 

行います。また

等の導入を，市

交通の主軸と

を促します。

結ぶ国土軸で

難ルートとし

など住環境保

通事故を防止す

ます。 

線，芦屋川左岸

断する芦有道路

域のネットワー

の空間形成を図

歩行者が気軽

現道の状態や

ユニバーサル

ファニチャー

たアメニティ

します。 

ます。また，

た，防護柵

市民との協

して大型車

 

あることか

て位置付け

全対策の促

するため，

岸線などの

路及び県道

ーク化を図

図ります。

軽に川辺の

や周辺の土

ルデザイン

※の設置，

※豊かな歩

 



 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

 

区画道路 

生活に密着

ワーク等を検

ように計画し

ティ道路化を

また，区画

め，ベンチの

を市民との協

 

交通施設整

道路整備や

水透水管※，

「光害対策ガ

また，すべ

や道路の緑化

に考えた整備

の統一的な整

なお，国道

す。 

 

都市計画道

今後の都市

能等に留意し

に優しい快適

進めます。ま

また，事業化

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着する区画道

検討し，地区

します。その

を関係機関と

画道路では歩

の設置や低未

協働により進

整備の際の配

や歩道整備な

雨水浸透桝

ガイドライン

べての歩行者

化，自転車利

備計画，景観

整備，無電柱

道や県道など

道路の事業化

市計画道路の

しつつ，駅周

適な道路空間

また，未整備

化に際しては

道路については

区内に不要な通

の手法として，

協議します。

歩行者や自転車

未利用地※を利

進めます。 

慮事項 

などの実施に当

桝※を採用しま

ン」(環境省)に

者や自転車に優

利用環境の総合

観に配慮したス

柱化などに取

どの管理者が異

等に際しての

の整備に当たっ

周辺への交通ア

間の確保等の視

備の都市計画道

は，市民意識

は，周辺の都

通過交通が発

，道路の狭さ

。 

車を優先する

利用したまち

当たっては，

ます。また，

に則し順次整

優しく快適な

合的な整備，

ストリートフ

り組みます。

異なる道路に

の配慮事項

っては，将来

アクセス向上

視点を踏まえ

道路について

識の把握と反映

都市計画道路

発生している地

さくやハンプ※

るとともに，道

かど広場や，

地球環境保全

街路灯や防犯

整備を図ります

な道路空間を提

ユニバーサル

ファニチャー

 

については，

来都市構造や交

上，公共交通機

え，優先順位

ては必要に応

映を図るとと

宮

の整備状況や

地区について

※の設置，植

道路空間での

「花と緑の

全への配慮か

犯灯などの照

す。 

提供するため

ルデザイン化

※の設置，案

関係機関と協

交通機能，防

機関の利便性

を検討した上

じて計画の見

ともに，関係

川線（宮川けや

全体

や地区内の交

てはそれらを

植樹桝の設置や

の地域交流の

触れ合い道路

から，透水性

照明灯につい

め，広幅員歩

化や人の動線

案内表示や街

協議して協力

防災機能，都

性向上，全て

上で，計画的

見直しを検討

係機関と調整

やき通り） 

体構想

43

交通ネット

を排除する

やコミュニ

の促進のた

路づくり」

性舗装や雨

いては，

歩道の確保

線を最優先

街路樹など

力を求めま

都市環境機

ての歩行者

的な整備を

討します。

を図ります。
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構想 

図 3-2 将来道路交交通体系 

 



 

４) 公

瀬

関係

市

園

の公

「芦

豊か

努

道

備

 

① 

② 

公園・緑地

瀬戸内海国立

係機関と協議

市街地におい

・緑地整備に

公共スペース

芦屋庭園都市

かな緑環境の

めます。 

道路整備の際

を市民との協

都市計画公

市街地を中

公園の整備

ビオトープ※

老朽化した

ーサルデザイ

でき，市民の

す。 

 

その他の公

芦屋市霊園

配慮し，老朽

うに公園墓地

北部地域の

かな自然が触

ます。 

条例や地区

被率の向上を

よる公園の活

市民がアイ

利用したポケ

の緑化をこれ

ＮＰＯ※の手

の整備方針

立公園六甲地

議します。 

いては，条例

については，

スの緑化及び

市宣言」の実

の形成と，防

際に生じた事

協働により進

公園・緑地 

中心に河川や

備に当たって

※の設置や野鳥

た公園施設に

インへの対応

の交流の場と

公園・緑地 

園については

朽化した施設

地として再整

の山地では，

触れ合う広域

区計画，風致

を目指します

活性化に向け

イデアを出し

ケットパーク

れまで以上に

手による花と緑

域に属す北部

等の策定によ

「緑の基本計

び民有地の緑化

実現に向けた取

防災機能の向上

事業関連残地に

めます。 

や緑道及び街

ては，「水と緑

鳥等の小動物

については，公

応と市民の健康

なるような公

は，市民の憩い

設の改築・更新

整備に取り組み

今後も良好な

域的な「やまの

致地区，緑の保

す。また，十分

けて検討します

し合い行政と協

の設置や商業

に進めるとと

緑いっぱいの

部地域につい

よって緑被率

計画」に基づ

化を積極的に

取り組みを推

上を図るほか

については，

街路等による既

緑のネットワ

物の餌場とな

公園ごとの特

康維持・増進

公園づくりを

いの公園とし

新や安全対策

みます。 

な自然環境の

の緑ゾーン」

保全地区にお

分に活用され

す。 

協働し，公園

業地の緑化を

もに，芝生化

のまちづくり

いては，良好な

率の向上を図

づき計画的な整

に推進するこ

推進します。公

か，市民の健康

市民の憩いや

既存の公園・

ワーク」や地球

るような樹種

特性にあわせ

進を図る施設整

を進め，利用者

して適切な維持

策を行うなど

の保全を図る

としての利用

おける規制内容

れていない公

園整備や適切

を促します。学

化の検討や民

を推進します

な緑を適正に

り，積極的な

整備を進めま

とで，市域全

公園・緑地整

康維持や子育

や交流の場と

緑地のネッ

球環境保全な

種の植樹等を

た更新を進め

整備を図り，

者増加のため

持管理に努め

，市民が安心

とともに，市

用環境を関係

容の周知徹底

園などの再生

な維持管理，

学校・幼稚園

民有地の緑化

す。 

全体

に維持保全で

な緑化を推進

ます。また，公

全体の面的緑化

整備を通じて

育て環境の場

となる広場や

トワーク化

などを支援す

行います。 

めるとともに

誰もが安心

めの普及に取

めます。また

心して利用が

市域を越えて

係機関と協議

底等により市

生や新たな利

市街地内の

園などの公共

化を積極的に促

体構想
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きるように

します。公

公共施設等

化を図り，

，市街地の

となるよう

緑地等の整

を図ります。

するため，

に，ユニバ

心して利用

取り組みま

た，修景に

ができるよ

て，人と豊

議して整え

市街地の緑

利用方法に

の空閑地を

共スペース

促し，市民，
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５) そ

都

る

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

 

構想 

その他都市施

都市活動を支

ことはもとよ

下水道整備

市街地にお

共用水域の水

有効活用など

画を策定し，

さらに，都

境に優しい水

採用及び普及

 

河川の整備

河川が子供

きるような多

 

生活環境衛

健康で文化

盤及びコミュ

また，ごみ

協働の下に推

ごみ焼却施

た適切なごみ

 

水道施設の

安全・安心

築・更新を行

等の更新を軸

組みます。ま

 

情報通信網

情報通信網

に進めます。

 

 

施設の整備

支える供給・

より，環境負

備方針 

おける雨水・

水質改善に資

どを進めると

計画的な増

都市化により

水循環型の都

及を積極的に

備方針 

供たちの遊び場

多自然型親水対

衛生関連 

化的な都市生

ュニティ関連

みの減量化や

推進します。

施設及びパイ

み処理を行う

の整備方針 

心な水を安定

行います。特

軸とした災害

また，その際

網の構築につ

網の安全性と

 

 

方針 

処理施設等に

荷削減にも配

汚水を円滑に

資するよう，高

ともに，下水

増強や改修など

雨水流出量が

都市システムを

に行います。

場として，また

対策や河川の維

生活や環境の向

連施設等の維持

や再資源化の啓

 

プライン施設

ため，施設の

定して供給でき

特に，震災を受

害に強い水道施

際には公共用地

いて 

防災性を確保

においては，

配慮した整備

に排除し，浸

高度処理や合

水汚泥の再利

どの機能強化

が増加し，下

を構築するた

た，市民の憩

維持管理につ

向上のため，

持管理や必要

啓発，剪定木

設については

の運営方針を

きるよう，水

受けた教訓と

施設の整備を

地の立体的な

保するため，

業務の効率化

備，効率的運用

浸水による災

合流区域の分流

利用などを広域

化を検討します

下水道施設の負

ため，宅内の

憩いの場となる

ついて関係機関

人口及び産業

要な施設の整備

木の腐葉土化

は，社会環境

を定め，計画

水道施設を施設

とその反省か

を進め，配水池

な有効土地利用

関係機関と協

化や安全のた

用及び有効活

害の防止，生

流化に向けた

域で進めます

す。 

負担増が懸念

雨水浸透桝や

るように，水が

関と調整を図

業の動向に対

備を長期的展

などへの転換

の変化及び施

的に事業を進

設整備計画に

ら，安定給水

池等の耐震化

用による整備

協議して電線

ための改善と整

活用を図りま

生活環境の向

た取り組み，

す。また，維

念されること

や雨水貯留施

が緩やかに流

ります。 

対応しながら

展望の下に進

換システムを

施設の老朽化

進めます。 

に基づき，計

水に向け，老

化や二層化な

備を検討しま

線類の地中化

整備を進め

す。 

向上及び公

処理水の

維持管理計

から，環

施設などの

流れ，貯水で

，生活基

進めます。 

を，市民の

化に対応し

計画的に改

老朽化施設

などに取り

す。 

化を計画的

 



 

(３) 自

本

住宅

適な

を実

５Ｒ

いて

 

１） 

① 

② 

③ 

 

２) 

① 

自然環境保

本市では「第

宅都市としての

なまちづくりを

実現するため，

Ｒ生活を徹底し

て市民との協働

自然環境の

優れた自然

本市北部に

然環境である

全します。 

また，従来

「特別緑地保

 

水辺の自然

芦屋川及び

動植物からな

る維持管理や

息可能な護岸

 

人と自然が

北部地域の

める，豊かな

奥池は，本

市街地内の

生きものの

提供の充実を

維持に努めま

都市環境の

住環境の保

山手地域や

及び建築協定

どによる民有

トアイランド

を活用して雨

国道 43号

等については

保全及び都市

３次芦屋市環

の良好な住環

を目指します

ゴミの分別

し，環境を大

働により，花

の保全と活用

然環境の恒久

に広がる六甲

ることから，

来からの規制

保全地区※」，

然環境保全 

び宮川の両河

なる自然の生

や清掃活動を

岸整備などに

が触れ合う環

の自然遊歩道

な自然を生か

本市の貴重な

の農地(生産緑

の生息環境に

を図るなど，

ます。 

の保全と形

保全と形成 

や芦屋川沿い

定や地区計画

有地内の緑化

ド現象※や井戸

雨水の土中へ

号沿道では，住

は，ＴＤＭ※施

市環境形成

環境計画」に基

環境を保全・育

す。また，人と

別収集やリサイ

大切にする生活

花と緑いっぱい

用 

的保全 

甲山系に属する

この地域にお

である「自然

「風致地区※

河川や，ため池

生態系を育みま

を進めます。ま

について，関係

境づくり 

道については，

かした憩いの場

な水源地である

緑地等)につい

に関する情報を

自然環境を守

成 

い，芦屋浜地域

画などによって

化を促進するた

戸枯れ，植栽

への浸透を促進

住環境保全の

施策(交通需要

成の方針 
基づき，本市

育成し，人と

と自然環境と

イクル※，リユ

活文化を育成

いの潤いあふ

る山地は，瀬

おける開発行

然公園法」に

※」等の指定に

池，湿地など

ます。特に，

また，河川の

係機関と調整

アメニティ

場の整備を検

るため，水質

いては，営農

を把握し，市

守る意識の向

域の低層住宅

て現在の優れ

ため，助成制

栽へのかん水等

進します。

のため，沿道の

要マネジメン

市の優れた自

自然が共生し

の健やかなか

ユース※，リフ

します。さら

れる都市環境

瀬戸内海国立公

行為を引き続

基づく第２種

により優れた

ど，本市の貴重

芦屋川や宮川

の自己浄化能力

整を図ります。

ィ豊かな環境を

検討します。

質と緑豊かな周

農者の協力の

市民に向けた情

向上への啓発

宅地では，景観

れた住環境を保

制度を継続し

等に対応する

の居住環境に

ント)の一環と

然環境を恒久

しながら豊かな

かかわりを高め

フューズ※，リ

らに，「芦屋庭

境の形成を目指

公園にも指定

き抑制して豊

種特別地域，

た自然環境を保

重な水辺環境

川については

力の向上とと

。 

を創造します

周辺環境の保

下で保全を図

情報や自然を

を推進すると

観地区や風致

保全するとと

て実施します

るため，透水

に影響を与え

として阪神高

全体

久的に保全す

な暮らしが営

め，環境に優

リペア※，リデ

庭園都市宣言

指します。 

定されている

豊かな緑を恒

「近郊緑地保

保全します。

境の保全を図

は，市民との

ともに多様な

す。また，誰

保全を図りま

図ります。 

を学び触れ合

とともに，そ

致地区，緑の

ともに，生垣

す。また，真

水性舗装や雨水

る大型車両や

高速５号湾岸線

体構想
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するとともに，

営まれる快

優しい生活

デュース※の

言」に基づ

優れた自

恒久的に保

保全区域※」，

図り，水生

の協働によ

な生物の生

もが楽し

す。 

合う機会の

その保全・

の保全地区

垣や庭木な

真夏のヒー

水浸透桝等

や通過交通

線への迂回
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② 

関

の

 

③ 

 

④ 

⑤ 

構想 

(環境ロード

住宅地域に

る都市計画道

屋上緑化・

都市のヒー

関する条例」

の緑化等を積

緑のリサイ

芦屋市総合

を活用した緑

海浜環境の

芦屋川河口

憩いの場とな

ーチ(人工海

リエーション

また，芦屋

について支援

ます。 

 

河川を生か

芦屋川の河

一体活用を図

宮川沿岸で

間を取り込ん

します。 

 

 

壁面緑化（

ドプライジング

において大型

道路について

・壁面緑化の

ートアイラン

や本市の「

積極的に促進

イクルの推進

合公園で取り

緑の循環シス

の保全 

口には，かつ

なっています

海浜)等は，失

ンゾーンのネ

屋キャナルパ

援するととも

かした潤いあ

河川敷や護岸

図り，歩行者

では，身近な

んだ親水緑地

（図書館打出分

グ※)を関係機

型車両の混入率

ては，低騒音舗

推進 

ド現象の緩和

緑化助成制度

進します。 

 

組まれている

ステムへの取

つての芦屋浜の

す。また，新た

失われた芦屋の

ネットワークの

パークや潮芦屋

もに，利用者の

る都市環境の

岸整備に当たっ

者優先道路化や

な散策空間とし

地，河川沿いの

分室) 

機関と連携し

率が高く，騒

舗装※等への更

和や緑被率の

度」等の趣旨

る緑のリサイ

り組みを市民

の姿をほうふ

たに整備され

の海辺を新し

の形成を進め

屋ビーチなど

の安全性や周

の形成 

っては，市民

や一方通行化

しての利用増

のポケットパ

て進めます。

騒音等の環境基

更新，適切な

の向上のため，

旨に基づき，屋

イクル※活動を

民との協働の

ふつさせる砂浜

れた芦屋キャ

しい姿で再生

めます。 

ど，海辺で盛

周辺の住環境

民が河川と身近

化を検討し，歩

増進を図るた

パーク等の整備

 

基準※を超え

な維持管理に

兵庫県の

屋上緑化や壁

を促進すると

下で進めます

浜が存在して

ナルパークや

させており，

んに行われて

に配慮した海

近に触れ合え

歩行者空間の

め，河川の親

備を市民の参

える交通量が発

に努めます。 

「環境の保全

壁面緑化，駐

ともに，市内

す。 

ており，現在

やマリーナ※，

これらの海

ているマリン

海浜環境の保

えるよう沿岸

の充実を図り

親水化や沿岸

参画と協働を

発生してい

と創造に

車場敷地

内空閑地等

在も市民の

潮芦屋ビ

海洋性レク

ンスポーツ

保全に努め

岸道路との

ます。 

岸の道路空

を得て検討

 



 

３) 都市

① 

② 

４) 

① 

 

市環境に資す

水と緑のネ

市街地の公

が自由に散策

討します。ま

によって，全

水と緑のネ

間の確保に努

置など，快適

 

歴史のネッ

本市に残る

史的環境を一

周辺，芦屋神

「文化ゾーン

歴史のネッ

市の景観要素

庭園等の維持

建造物，景観

者空間と緑豊

慮した修景を

す。 

 

環境問題

地球環境保

第４次芦屋

に取組むとと

主的な取組を

公共施設の

減に配慮した

命化等による

やリサイクル

また，市民

ことが環境保

し，市民及び

ます。さらに

ます。 

するネットワ

ネットワーク

公園・緑地，

策し，身近に

まとまった緑

全体として潤

ネットワーク

努めます。ま

適な散策空間

ットワークの

る貴重な遺跡

一体的に保全

神社，阪急芦

ン」等の市内

ットワーク周

素となってい

持向上を検討

観重要公共施

豊かな街路樹

を図るととも

にかかわる

保全のための

屋市環境保全

ともに，地球

を促進します

の運用や維持

た省資源・省

る耐用年数の

ル可能な建材

民生活の場と

保全の要とな

び行政のパー

に，パートナ

 

ワークの形成

の形成 

河川，ため池

に自然を感じな

緑の少ない中心

潤いある都市環

では，緑化や

また，ポケッ

間を創出するた

形成 

跡，文化財や優

全するために，

芦屋川駅周辺の

内各地の歴史的

周辺では，市民

いる歴史的建造

討します。建築

施設等の指定を

樹，街路灯やベ

もに，市民が気

まちづくり

方針 

全率先実行計画

球環境への負荷

す。 

持管理について

省エネルギーの

の延伸とライフ

材の使用等の面

なる住宅や事

なるため，都市

ートナーシップ

ナーシップによ

成 

池，海岸及び

ながら都市を

心市街地をネ

環境の形成を

やせせらぎ水

トパークやベ

ための施設整

優れた歴史的

，特に重要な

の４地区を結

的資源を結ぶ

民の協力を得

造物の保全策

築物等の保全

を検討します

ベンチなどの

気軽に芦屋の

方針 

画に基づき，

荷低減に市が

ては，ライフ

の推進を図る

フサイクルコ

面でＣＯ２削減

事業者の活動

市環境の形成

プ※を構築し

よって公害防

び植栽の豊か

を回遊できる水

ネットワーク

を促します。

水路の設置を進

ベンチ，手摺や

整備を推進し

的建造物，古

な地区である

結ぶルートを

ぶ歴史のネッ

得て，遺跡，史

策について検討

全に当たって

す。ネットワ

のアメニティ施

の歴史巡りを楽

市の事業と

が率先して取組

フサイクル二酸

るとともに，施

コスト※の最適

減を推進しま

動の場におい

成に当たって

，それぞれが

防止施策や環境

な幹線道路な

水と緑のネッ

で形成された

進めるととも

やストリート

ます。 

くからの風情

阪神打出駅北

主軸として，

トワークを形

史跡や文化財

討するととも

は，景観計画

ークとなる街

施設等を整備

楽しめる都市

して排出する

組む事で，市

酸化炭素排出

施設整備につ

適化を図るた

ます。 

ても同様にエ

は，人と環境

がその責任と

境改善施策の

全体

などを連携し

ットワークの

た網状の緑で

もに，安全な

トファニチャ

情ある街並み

北側地区，阿

芦屋川沿い

形成します。

財をはじめと

もに，民有地

画に基づき，

街路では，安

備し，歴史的

市空間づくり

る温室効果ガ

市民・事業者

出量(ＬＣＣＯ

ついては，施

ため，環境に優

エコライフを

境とのかかわ

役割を果たす

の総合的な推

体構想

49

して，市民

の形成を検

で覆うこと

な歩行者空

ー等の設

みなど，歴

阿保親王塚

い，伊勢町

 

して，本

地の邸宅・

景観重要

安全な歩行

的環境に配

を進めま

ガスの削減

者による自

Ｏ２)※の削

施設の長寿

優しい建材

を心掛ける

わりに着目

すようにし

推進を図り

 

 

9



全体構
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② 

③ 

芦

構想 

 

公害のない

排気ガス規

とともに，交

また，幹線道

や騒音を抑制

自動車によ

車利用者の抑

ングストップ

るため，監視

の実態把握に

騒音や振動を

めます。 

 

環境教育へ

資源の有効

エネルギーの

る意識向上と

さらに，ビ

人と自然との

化の育成を伝

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋川 

いまちづくり

規制の強化な

交通事業者な

道路沿道の自

制する整備等

よる大気汚染

抑制のためノ

プ運動※などの

視測定体制を

については，

を抑制するた

への取り組み

効利用や省エ

の使用量の削

と，市民一人

ビオトープや

のかかわり方

伝えられるよ

 

などの対策につ

などに公共交

動車による大

等を進めます。

染などの軽減を

ーマイカーデ

の取り組みを

を充実し，発生

県と協力して

ため，規制基準

 

エネルギー化を

削減を図るよ

人一人が具体的

や自然観察など

方を学べる環境

ようにします。

ついて，周辺

交通機関の充実

大気汚染や騒

。 

を図るため，

デー運動※や

を推進します。

生源に対する

て取り組みを

準の遵守や騒

を図るため，

うに啓発活動

的に取り組め

どを通じて，

境整備を進め

。 

辺自治体と協議

実を要請し，

騒音などの公

低公害車の導

「マイバス・

。大気汚染等

る指導を強化

を推進します。

騒音などの防止

ゴミ減量化

動を進めます。

める方策を紹介

子供たちが

めます。そし

議の上，国や

自動車交通

害を緩和する

導入の推進を

・マイ電車の

等の実態を把

します。また

。さらに，事

止方法等につ

，リサイクル

。また，市民

介します。 

，自然の生態

て，自然環境

や県に対して

通量の抑制を推

るため，植樹

を図るととも

日」の実践や

把握し有効な対

た，有害大気

事業所等から

ついて適切な

ルの推進及び

民の環境問題

態系の仕組み

境を大切にす

て要望する

推進します。

樹帯の設置

に，自動

やアイドリ

対策を進め

気汚染物質

発生する

な指導を進

び電気等の

題にかかわ

みを学び，

する生活文

 



 

図 3-33 自然環境保全及び都市市環境形成のの方針 

全体体構想
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(４) 都

本

美し

らの

平成

外広

推進

ま

かつ

 

１)

 

２)

構想 

都市景観形

本市では，美

しい住宅地の

の施策の実効性

成 26年度の景

広告物条例」

進します。 

また，花と緑

つ有機的な都

 都市景観

本市北部の

る山手地域及

性に併せて良

山地は，市

とができる緑

などによる景

なお，城山

山裾では，

ンベルト整備

全します。 

また，市民

保全します。

続的に保全し

このほか，

文化財，社寺

の指定を図り

保全・育成が

など，地域固

国道 43 号

好な低層戸建

沿いや海に面

都市景観の保

 都市景観

芦屋らしい

自の屋外広告

活用しつつ，

いの美しい街

形成の方針 
しい川と緑ゆ

景観が形成さ

性を高めるた

景観行政団体

を施行してい

に包まれた新

市景観の形成

観保全の方針

の六甲山系に

及び芦屋川沿

良好な景観を

市街地の遠景

緑として，ま

景観保全を図

山は本市の緑

防災上不安

備事業※」に

民との協働に

。特に，六麓

します。 

まちの景観

寺林等につい

りつつ，適切

が求められて

固有の景観の

号以南の芦屋

建住宅地であ

面する南緑地

保全を図りま

観形成の方針

いゆとりと風

告物条例の周

市民との協

街並みを形成

ゆたかな六甲

され，これま

ため，平成 21

移行に伴い，

います。今後

新しい市街地

成により，「

針 

に含まれる北

沿いの地区は

を保全します。

景として，芦

また，奥池地

図ります。 

緑のランドマー

安定な急斜面

よる植林や維

により地区計画

麓荘は本市を

観要素となっ

いては，市民の

切な保全・活

ている地区に

の保全・向上を

屋川沿いとその

あり，今後も

地等では，市

ます。 

針 

風格のある都

周知を図り，

協働による景

成するため，沿

甲山という恵ま

で様々な景観

1年度には市

平成 27年に

後は景観に関す

地景観と，昔な

「庭園都市」の

北部地域と，阪

は，風致地区に

。 

芦有道路やハイ

地区では良好な

ーク※とし，

面地が存在する

維持管理を行

画や建築協定

を代表する優れ

ている和館，

の協力を得な

活用に取り組み

については，景

を強化します

の東西の住宅

歴史と風格を

市民との協働に

都市景観の形成

また，建築協

景観形成の取

沿道建物につ

まれた自然を

観誘導施策を

市全域を景観法

には「景観計

する諸計画に

ながらの住宅

の実現を目指

阪急神戸線以

に指定してい

イキングコー

な住環境を演

現在の緑豊か

るため，関係

行い，住宅地と

定，まちづく

れた住宅地で

洋館を有す

ながら景観重

みます。また

景観地区にお

す。 

宅地は，山手地

を感じさせる

によりクロマ

成に向けて，

協定や地区計

り組みを進め

ついてはスカ

を背景に，市民

を実施してきま

法に基づく

計画」を策定

に基づき，良好

宅地景観と山の

指します。 

以北の良好な

いることから

ース沿いでは

演出する緑と

かな自然環境

係機関と協議

と自然が調和

り協定※によ

であることか

する邸宅街，

重要建造物等の

た，芦屋川沿

おける基準の

地域とともに

る景観の保全

マツによる芦

景観法に基

計画，まちづ

めます。市街

イライン※，

民の参画と協

ました。さら

「景観地区」

し，平成 28年

好な景観形成

の緑が調和す

な住宅地が形成

ら，今後もそれ

は人々が身近

して，開発行

境を保全します

議して「六甲

和する緑豊か

よって，良好

から，現在の住

樹林地・緑地

の指定や緑の

沿いなど特徴

の適用や無電柱

に古くから開

全に努めます。

芦屋らしい独特

基づく景観計画

づくり協定な

街地では，主要

外観，色彩等

協働の下，

らに，これ

に指定し，

年には「屋

成をさらに

する多面的

成されてい

れぞれの特

に楽しむこ

行為の規制

す。 

山系グリー

な景観を保

な住環境を

住環境を永

地・史跡・

の保全地区※

ある景観の

柱化の整備

発された良

。防潮堤線

特の趣ある

画及び市独

どの制度を

要な街路沿

等を規制し，

 



 

観

厳

 

美

 

３) 

① 

通り沿いの緑

公共施設及

の調和に配慮

ボルとしての

景観に配慮し

屋外広告物

観に配慮した

厳格化し，芦

「緑の基本

市民との協働

美しい都市景

生垣や植栽な

要樹木指定の

成を図ります

ＪＲ芦屋駅

駅施設や周辺

の周辺では，

心となって，

整備，宮川の

観形成を図り

国道 43号

浜地域の高

行われる際に

協力を呼び掛

景観形成地

能が調和した

成を推進しま

芦屋市の最

特別景観地区

た景観の創出

適正な維持管

統一感の

統一感のあ

導を行います

導により，芦

 

やまのゾー

国立公園区

緑化を義務付

及び公益施設

慮した，親し

の充実に努め

したデザイン

物については

た屋外広告物

芦屋の街並み

本計画」に基

働により「庭

景観の創出を

など民有地内

の検討や「緑

す。 

駅周辺では，

辺街路等の修

人々がまち

景観的に魅

の河川空間を

ります。 

号沿いについて

高層住宅群を

には，市民と

掛けます。 

地区に指定し

たまちづくり

ます。 

最も重要な景

区における基

出を図ります

管理と整備を

ある街並み

ある美しい街

す。特に，公

芦屋らしさが

ーン 

区域を含む恵

付けるなど，統

設については

しみやすく美

めます。堤防

ンに努めます。

は，平成 28 年

物の規制誘導

みにふさわしい

基づき，市街

庭園都市アクシ

を図ります。ま

内の緑化を促

緑ゆたかな美

中心商業地に

修景を促進しま

ちを回遊できる

魅力ある商業空

を生かした街路

ては，景観の

を都会的な都市

の協働による

している南芦屋

を推進します

景観を有する地

基準を運用する

す。また，芦

を行うよう誘導

の形成 

街並みの形成に

公共空間のゆと

があふれる街並

恵まれた自然環

統一感のある

，緑とゆと

美しい建物デザ

防や橋梁等の構

。 

年 7 月に施行

導を進めます。

い広告景観の

街地内の緑被率

ションプログ

また，緑化重

促進し，緑あふ

美しいまちづ

にふさわしい

ます。また，

る商業空間の

空間を創出し

路景観の創出

の改善を目指

市景観を表す

る建築デザイ

屋浜地域では

す。また，海

地域の一つで

ることにより

芦屋川を景観計

導します。

に向けて，景

とり，宅地の

並み形成を目

環境と起伏に

る街並みの形成

りある空間の

ザインを目指

構造物につい

行した芦屋市屋

。個々の広告

の形成を図りま

率の向上や公

グラム※」に沿

重点地区や緑

ふれる住宅地

くり条例※」

いにぎわいの

ＪＲ芦屋駅

のさらなる活性

します。芦屋

出などを推進

して関係機関

すランドマー

インのコント

は，良好な住

海と緑と水辺

である芦屋川

り，個性と風格

計画に基づく

景観計画で規

の規模や建築物

目指します。

に富む自然の地

成を図ります

の確保を図る

指し，市民が

いては，関係

屋外広告物条

告物における

ます。 

公園緑地の整

沿って緑化施

緑化推進地区※

地景観を誘導

で指定され

ある都市景観

と阪神芦屋駅

性化を図るた

中央線のシン

し，本市の中

関と協議しま

ク的な存在と

ロール※が図

宅地と商業，

に包まれた魅

沿岸について

格のある美し

く景観重要公

定した地域別

物のデザイン

地形を生かし

全体

す。 

とともに，周

が誇れる地域景

係機関と協議

条例に基づき

る大きさや色彩

整備を進める

施策を推進し

※等の地区指

導します。また

れた保護樹等

観の形成を図

駅を結ぶ市街

ため，地区の

ンボルロード

中心地にふさ

す。 

ととらえ，将

図られるように

業務・研究

魅力ある新市

ては，引き続

しい景観を守

公共施設として

別景観特性に

ンについての

し，ゆとりあ

体構想
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周辺環境と

景観のシン

して，周辺

，周辺の景

彩の規制を

とともに，

，緑豊かな

定の検討や

た，景観重

の保全・育

図るため，

街地及びそ

の市民が中

ドとしての

わしい景

将来改修が

に関係者の

究などの機

市街地の形

続き芦屋川

守り，優れ

て位置付け，

に沿った指

の規制・誘

ある区画に

 

 

3
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② 

③ 

構想 

水と緑を取り

建築物等に

の市民生活の

感のある街並

まちのゾー

歴史ある街

クとの一体的

また，芦屋

市民がまちを

 

海のゾーン

市街地と海

並み形成を目

形成方針に沿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑豊かな外構

り込んだスケ

については，

の中で維持管

並みの形成を

ーン 

街並み景観と

的景観を形成

屋の地域資産

を楽しめる活

ン 

海辺景観との

目指します。

沿った建築物

構 

ケール感のある

高さ，色彩等

管理されてきた

を図ります。

既存の良好な

成する品位，風

産である文化

活気あふれる景

のつながりを高

南芦屋浜地域

物の色彩・デザ

る住宅地景観

等周辺との調

た周辺の自然

な市街地景観

風格及び統一

化の薫り高いア

景観整備を市

高め，青い海

域においては

ザイン・素材

観の形成を目指

調和に配慮し

然環境の保全

観の保全を図

一感のある街並

アメニティ豊

市民との協働

海が感じられ

は，統一感の

材等による景観

さ

指します。 

た建築を誘導

を図り，周辺

るとともに，

並みの形成を

豊かな都市空

で進めます。

るまちとして

ある街並みを

観形成を図り

さくら参道 

導するととも

辺環境と調和

水と緑のネ

を目指します

空間の維持・

 

て相互回遊性

を形成するた

ります。 

に，日常

和した統一

ットワー

す。  

向上を図り，

性の高い街

ため，景観

 



 

図 3-4 都市景観形成成の方針 

全体体構想
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(５) 市

国

制・

市

境を

 

１) 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

 

⑥ 

構想 

市街地及び

国際文化住宅都

誘導を図り

市民の主体性

を形成します。

市街地の整

市街地の拡

市街地を囲

市街地や「地

 

良好な住宅

本市では地

おり，現在 2

現在建築協

地としての保

周知や支援に

た規制やルー

 

良好な住宅

既成市街地

基づいて，建

地区計画制度

るとともに，

化を積極的に

 

都市景観形

建築物の建

ラインに基づ

ります。 

 

新市街地の

南芦屋浜地

安全，安心で

間活力を導入

市街地開発

ＪＲ芦屋駅

各機能を備え

化に向け取組

び住宅地整備

都市としての

，本市の優れ

と行政とのパ

。 

整備及び保全

拡大抑制 

囲む緑豊かな

地域核」の機

宅地の保全 

地域特性に応

22地区が都市

協定の締結や

保全を図りま

に取り組み，

ールづくりに

宅地への規制

地では，良好

建築物等の規

度の活用を図

地区に潤い

に進めます。

形成のための規

建設，更新及

づく建築物意

の整備 

地域の市街地

で魅力あるま

入して，海と

発事業の検討 

駅南地区につ

えた魅力ある

組みます。 

備の方針 
のまちづくり

れた住環境を

パートナーシ

全の方針 

な自然環境を保

機能集積を目指

応じた良好な住

市計画決定し

や地区計画が決

ます。その他の

市民との協働

による環境整備

・誘導 

好な住宅地の形

規制・誘導，宅

図り，マンシ

いと安らぎを持

 

規制・誘導

及び改修時にお

意匠等の規制

地整備に当た

まちづくりを進

緑と水辺に包

ついては，本市

るまちづくりを

をより一層推

を保全します。

シップによって

保全するため

指し，活気あ

住環境を形成

しています。

決定されてい

の地区では低

働により，地

備を促進しま

形成を目指し

宅地の細分化

ョンや商業施

持たせるため

おいては，景

・誘導を行い

たっては，街全

進めます。ま

包まれた優れ

市の玄関口と

を推進するた

推進するため

 

て，自然環境

め，市街地の拡

ある魅力的な

成するため，地

いる芦屋浜等

低層住宅地の保

地区計画やま

ます。 

し，「芦屋市住

化防止を図り

施設等と共存す

めに，公益施設

景観地区の基準

い，周辺環境

全体のユニバ

また，優れた都

れた居住環境

としてふさわ

ため，ＪＲ芦屋

め，地域の特性

境やすべての人

拡大を抑制し

まちの形成を

地区計画の積

の地区では，

保全や地区の

ちづくり協定

住みよいまち

ます。また，

する良好な住

設等の公共ス

準や景観計画

と調和した良

バーサルデザ

都市空間を形

の形成を図り

しい，住宅・

屋駅南地区ま

性に応じて適

人に優しい快

します。併せ

を図ります。

積極的な活用

今後も，良

の緑化を図る

定等地域の特

ちづくり条例

低層住宅地

住環境を維持

スペース，民

画及び景観形

良好な街並み

ザイン化を図

形成するとと

ります。 

・商業・公益

まちづくり計

適正な規

快適な住環

せて，中心

 

を進めて

良好な住宅

ために，

特性に応じ

例※」等に

地において

持・形成す

民有地の緑

形成ガイド

み形成を図

るとともに，

もに，民

益・交通の

計画の事業

 



 

 

２)

① 

② 

 

 住宅の整

多様な世代

ザイン化を推

す。また，子

コミュニティ

公営住宅の

また，人口

に伴い，今後

検討する必要

 

公営住宅の

「芦屋市営

期にわたって

整備や適切な

障がいのある

した住宅を建

 

その他住宅

市街地にお

ザインとする

発を行うなど

また，良質

応した住宅相

討していく管

図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮川 

整備方針 

代やニーズに

推奨し，すべ

子育てや，高

ィの活性化を

の整備や維持

口減少や既存

後増加が懸念

要があります

の適正な維持管

営住宅等スト

て確保すると

な維持管理を

る人が安心し

建設します。

宅の整備・改修

おける住宅の

ることやユニ

ど，住宅の質

質な既存住宅

相談の充実を

管理組合など

に応じた住宅の

べての市民が，

高齢者及び障

を図ります。

持管理について

存の住宅・建築

念される空き家

す。 

管理 

ック総合活用

ともに，良好

を行っていきま

して生活できる

 

修等 

の修繕，改築及

ニバーサルデザ

質の向上に向け

宅ストック形成

を検討していき

どと関わりを深

の供給ができ

，安心して長

障がいのある人

ては，効率的

築物の老朽化

家については

用計画」に基

好な居住環境

ます。また，

る環境づくり

及び建て替え

ザインへの対

けた整備及び

成を図るため

きます。高経

深めていくこ

きるように，住

長く住み続け

人の日常的な

的な運営を図

化、社会的ニ

は，現状や問題

基づき，安心

境形成を総合

市営住宅大規

りに寄与し，

えにおいては

対応として，バ

び更新を促し

め，中古住宅

経年マンショ

ことで，良好

住宅設計にお

られる居住環

な生活支援が

ります。 

ーズの変化及

題点を把握し

・安全で良質

的に推進する

規模集約事業

良好なコミュ

，周辺環境と

バリアフリー

ます。 

の流通促進や

ンにおいては

な住宅ストッ

全体

おけるユニバ

環境の形成を

が安心してで

及び産業構造

し，今後の取

質な住宅スト

るため，計画

業において，

ュニティの形

との調和を考

ー改造助成の

や空き家活用

は，改修や建

ックの維持へ

体構想

57

バーサルデ

を目指しま

きるように，

造の変化等

取り組みを

ックを長

画的な住宅

高齢者や

形成に配慮

考慮したデ

の周知，啓

等にも対

建替えを検

への誘導を
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全体構
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構想 

図図 3-5 市街地及び住宅地地整備の方針針 

 

 



 

(６) 都

阪

東北

や大

こ

災害

りを

 

１) 

① 

② 

③ 

２) 

① 

 

都市防災の

阪神・淡路大震

北地方を中心

大雨による風水

これらの教訓

害防止施設や

を進めます。 

防災系緑地

山地の防災

本市北部の

地として保全

防対策を講じ

宅の被害を未

管理等，安全

 

公園・緑地

市街地にお

近隣公園，街

 

防災緑地軸

防災的機能

るよう，芦屋

ます。また，

 

防災活動基

防災路線の

山手幹線，

おいては救援

の地中化等の

また，芦屋

路線として位

整備を検討し

格子状の道

保と防災拠点

の方針 
震災は，本市

に想定外と言

水害や土砂災

を踏まえ， 

ライフライン

地の配置 

災対策 

の山地はほぼ

全を図ります

じるように関

未然に防止す

全対策の強化

地の整備 

おいて緊急時

街区公園及び

軸の形成 

能を有する都

屋川及び宮川

災害時の飲

基盤の形成 

の整備 

国道２号，

援物資の輸送

の必要な防災

屋山麓線，稲

位置付け，円

します。 

道路網を形成

点への安全な

 

市においても

言われた地震

災害による被

災害時の被害

ン施設，交通

ぼ全域が砂防指

す。また，芦屋

関係機関と協議

するために，

化について関係

時の避難場所

び沿道緑地の整

都市基幹公園や

川沿いの街路や

飲料用，防火用

国道 43号，

送などに重要な

災機能の充実を

稲荷山線，芦屋

円滑な物資の輸

成する補助幹線

な避難ルートの

甚大な被害を

震と津波により

被害も発生して

害を最小化す

通施設の整備拡

指定区域及び

屋川上流や芦

議して進めま

「六甲山系グ

係機関と協議

所となるオープ

整備を検討し

や緑道が有機

や広域避難場

用の耐震性貯

阪神高速３号

な役割を果た

を関係機関と

屋浜線及び打

輸送や避難行

線道路につい

の確保を検討

をもたらしま

り甚大な被害

ています。

する「減災」を

拡充を図り，

び保安林※に指

芦有道路沿道

ます。加えて

グリーンベル

議して進めます

プンスペース

します。 

機的に連続し

場所間の街路

貯水槽，防災倉

号神戸線及び

たす防災重要路

と協議します。

打出浜線など

行動を行うこ

いては，防災路

討します。 

ました。また，

害が発生してい

を図るため，

災害に備え，

指定されてい

，奥池地区周

，山裾での土

ト整備事業」

す。 

スの確保と火

，災害時に安

をつないで，

倉庫等の周知

び阪神高速５

路線として，

。 

の路線につい

とができるよ

路線として，

全体

，東日本大震

います。さら

都市の防災構

，災害に強い

いることから，

周辺において

土砂災害の発

等による植

火災時の延焼防

安全な避難行

防災緑地軸

知を図ります

号湾岸線は，

道路の緑化

いても同様に

よう，災害に

安全な道路

体構想

59

震災では，

らに，台風

構造の強化，

いまちづく

防災系緑

て治山，砂

発生及び住

植林や維持

防止のため，

行動が取れ

軸を形成し

す。 

災害時に

化や電線類

に防災重要

に強い基盤

路空間の確
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全体構
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② 

③ 

芦屋

構想 

 

防災活動拠

地域防災計

域防災拠点と

市役所及び

から，防災行

防災活動を行

す。 

市立芦屋病

ます。また，

備しています

この一部を救

 

災害に強い

災害に対す

の確保に努め

ます。建築物

向上を図ると

加えて，災

支援を行い，

また，災害

動のために必

東南海・南

に積極的に提

「兵庫県強

弱性などの調

 

 

 

 

屋川右岸線（芦

拠点の機能充実

計画において

として位置付

び消防署では

行政無線の活

行うとともに

病院は災害時

南芦屋浜地

す。関係機関

救援物資集積

いまちづくり

する避難対策

めるとともに

物については

とともに，民

災害に迅速に

市民の自主

害時の避難路

必要な情報を

南海地震の防

提供します。

強靭化計画」

調査，検討を

屋川松風通り

実 

て指定された集

付け，突発的な

は災害時に災害

活用等防災情報

に，災害時には

時の救援救護活

地域のマリーナ

関との協力のも

積拠点として位

の推進 

策を充実させる

に，災害に強い

は，「芦屋市耐

民間の住宅にあ

に対応するため

主的な防災活動

路・避難場所等

を周知します。

防災対策につい

 

を踏まえて策

を重ねながら防

） 

集会所単位を

な災害に対応

害対策本部が

報ネットワー

は迅速に活動

活動の中心と

ナの東側には

もと,災害等緊

位置付け，管

るため，市街

いライフライ

耐震改修促進

あっては，耐

めに，地域の

動を促進しま

等に関する防

。 

いては，関係

策定する「芦

防災・減災力

を地区防災拠

応できるよう

が設置され，

ークの整備等

動できるよう

となることか

は，大型船舶

緊急時に，海

管理体制の構築

街地内に不足す

インを充実させ

進計画」に基づ

耐震診断及び耐

の防災ボラン

ます。 

防災マップの充

係機関と連携

芦屋市国土強靭

力の向上に計画

点として，ま

に機能充実を

市内の防災活

により，常に

に防災中枢拠

ら，救援救護

の停泊に対応

海からの物資

築を図ります

する公園など

せるため，電

づき公共・公

耐震改修を促

ティアや防災

充実を図り，

して検討を進

靭化地域計画

画的に取り組

また小学校区

を図ります。

活動の中心と

に最新の情報

拠点として位

護拠点として

応できる耐震

輸送に対応で

す。 

どのオープン

電線類の地中

公益施設等の

促進します。

災コミュニテ

迅速で安全

進め，関連情

画」により，

組みます。 

区単位を地

 

なること

報を得て，

位置付けま

て位置付け

震護岸を整

できるよう

ンスペース

中化に努め

の耐震性の

 

ィ組織へ

全な避難活

情報を市民

本市の脆

 



 

図 3-6 都市防災の方方針 

全体体構想
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全体構
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(７) 福

坂

すべ

 

１) ユ

す

め

特

ン政

ルデ

参考

浜地

ニバ

な

イ

 

２) 子

子

改修

 

３) 

す

「ス

特徴

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保健福

構想 

福祉のまち

坂道の多い地

べての人に優

ユニバーサル

すべての人が

るため，公共

特に，今後整

政策大綱」，

デザイン化を

考にしながら

地域をユニバ

バーサルデザ

なお，各種施

ンの考えの普

子供たちが楽

子供たちが安

修時に併せて

レクリエー

すべての人が

スロープの設

徴に適した創

福祉センター 

ちづくり方針

地形的特性や東

しいユニバー

ルデザイン

が快適に生活

共・公益施設

整備・改修が

「バリアフ

を進めます。

ら，利用者の

バーサルデザ

ザイン化を進

施設の整備に

普及・啓発を

楽しめるま

安心して遊べ

て，市民との

ションの場

が海・山・水

設置」，「手

創意工夫を行

針 
東西交通軸の

ーサルデザイ

のまちづく

活し，まちを楽

をはじめ，あ

予定される基

リー法」，兵

既存施設の建

視点を考慮し

インのまちと

めます。 

当たっては，

実施していき

ちづくり 

る自然環境づ

協働により検

の整備 

辺のレクリエ

手摺やベンチの

行った施設整備

の集中による

ンのまちづく

りの推進 

楽しむことが

あらゆる都市

基盤施設や公

兵庫県の「福

建替えや大規

した施設整備

として位置付

だれもが利

きます。 

づくりを，河

検討します。

エーションを

の設置」，「

備を検討しま

地域の断絶を

くりを実現し

ができるユニバ

市空間のユニバ

公共建築物等に

福祉のまちづ

規模改修時には

備を促進します

付け，歩行空間

利用しやすいよ

河川・山林・公

 

を楽しめるよ

「回遊できる園

ます。 

をソフト・ハ

します。 

バーサルデザ

バーサルデザ

については，

くり条例※」

は，関係団体

す。また，市

間，公共・公

よう，官民問

公園・ポケッ

うに，レクリ

園路の設置」

ハードの両面

ザインのまち

ザイン化を目

「ユニバー

に基づき，ユ

体等からのア

市街地整備が

公益施設及び

問わずユニバ

ットパークな

リエーション

など，それ

から克服し，

づくりを進

指します。

サルデザイ

ユニバーサ

ドバイスを

進む南芦屋

住宅等のユ

ーサルデザ

どの整備・

の場での

ぞれの場の

 



 

図 3-7 福祉のままちづくり方方針 

全体体構想
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(８) 市

１)

① 

 

② 

③ 

２)

① 

② 

構想 

市民と行政

 市民と描

市民と描く

本市のまち

将来像を検討

化し，まちづ

理解と合意形

るとともに，

まちづくり

都市計画の

各種事業の計

参加によるま

ック・コメン

のノウハウ，

 

まちづくり

まちづくり

提供並びに専

政策形成，事

また，まち

前講座，政策

材育成を検討

 

 市民と行

まちづくり

ることを第一

します。 

 

道路・公園

身近な道路

そのため，ゴ

による計画的

 

花いっぱい

「芦屋庭園

存施設を活用

トパーク整備

りには市民の

活動団体を増

政による参画

描くまちづく

くまちの設計 

ちづくりは，

討し，方針を

づくりへのニ

形成を図りま

委員会等へ

りへの参画と協

の提案制度，

計画から実施

まちあるき等

ント」等への

資源を積極

り活動への支援

りへの市民参

専門家・アド

事業検討に対

ちづくりに関

策研究会等を

討します。 

行政の協働に

りに当たって

一の方針とし

園等の維持管理

路の街路樹や

ゴミ監視の組

的な活動推進

いのまちづく

園都市宣言※」

用し，香り・

備による憩い

の自主的な活

増やす取組み

画と協働の

くり 

芦屋市市民

を定めます。

ニーズも多様

ます。そのた

への市民参画を

協働 

地区計画，

施に当たっては

等の実態調査

の市民の積極

極的に活用しま

援 

参画を促進す

ドバイザーの

対する参画・提

関する知識の

を実施し，そ

によるまちづ

ては，既に整

します。また

理 

や地域の公園

組織化や清掃活

進を検討します

り 

」の実現のた

色などテーマ

い空間の創出等

活動の積み重ね

みや，積極的な

のまちづくり

民参画及び協働

社会・経済状

様化しているた

ため，行政か

を促進します

建築協定，土

は，「ワーク

査(街並みウォ

極的な参画を図

ます。 

するため，市民

の派遣等の支援

提案等の活動

普及とスキル

それらを通して

づくりの推進

整備された都市

た，その維持管

・河川等にお

活動への積極

す。 

ために，道路，

マに応じた植

等，きめの細

ねが不可欠で

な情報提供と

り 

働の推進に関

状況の大きく

ため，望まし

らの積極的か

す。 

土地利用に関

クショップ※の

ォッチング)」

図ります。ま

民が主体とな

援を行います

動を支援し，反

ルアップを図

て，市民まち

進 

市基盤や都市

管理について

おいて，市民

極的な参加を促

，公園，公共

植栽による芦屋

細かい対応を進

であり，オー

と活動環境の整

関する条例に

く変動する中

しい将来像に

かつ分かりや

関する条例や

の開催」，「

，「市民と

また，企業，

なるまちづく

す。さらに，

反映を図りま

図るため，ま

ちづくりアド

市施設の維持

ては，市民と

の自主的な維

促すとともに

共公益施設な

屋らしさの演

進めます。花

プンガーデン

整備を行いま

に基づき，市民

中，市民の価値

については，十

やすい情報開示

やまちづくり協

「アンケート

の懇談会」，

大学などを

り活動等に対

個人やグルー

ます。 

まちづくりの講

ドバイザーの養

持管理や活用の

行政の役割分

維持管理を目

に，アドプト

など生活に密着

演出や花のあ

花いっぱいの

ンの参加者，

ます。 

民とともに

値観も多様

十分な共通

示を推進す

協定などの

」，「市民

，「パブリ

はじめ民間

対して情報

ープによる

講習会や出

養成等の人

の充実を図

分担を検討

目指します。

事業※等

着した既

あるポケッ

のまちづく

緑化等の
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債

見
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観
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け

多

し

 

ＮＰＯによ

近年，ＮＰ

団体が増えて

待されるため

継続的に進め

市民「花と

「芦屋庭園

する意識をよ

このため，ま

ちづくりを担

 

説明責任(

都市基盤整

係まで視野に

進すべきもの

市民と行政

る情報を適時

行財政を踏

効果，効率

震災関連事

債残高はピー

見ても厳しい

ります。 

公共施設整

観・意匠面に

することが大切

 

広域行政で

本市におい

けた事業の共

多くの成果を

し，市民サー

よる美化 

ＰＯやボラン

ています。こ

め，まちの緑

められるよう

と緑」の美化

園都市宣言」

より高めると

まちづくりに

担う美化リー

アカウンタ

備やまちづく

入れた深みの

です。 

政が地域の現状

に適切な方法

踏まえた整備

率を重視した整

事業による多大

ク時の半分以

財政状況にあ

備に当たって

配慮しながら

切です。 

での連携 

ては，これま

共同化を図るた

挙げてきまし

ビスの向上に

ンティア活動な

これらの活動は

緑化・美化活動

支援します。

リーダーの養

を多様な主体

ともに，主体

に関する情報を

ーダーの育成を

ビリティ)の

くりは，本来

のあるコミュ

状と課題を共

法でわかりや

備 

整備 

大な支出を余

以下の水準ま

あることは変

ては，今後の

らコスト縮減

まで７市１町

ため，施設の

した。今後は

に努めます。

などが活発化

は，まちづく

動においても

。 

養成 

体が協力して

体的に取り組

を積極的に提

を行うよう検

の向上 

来，人々の生

ュニケーショ

共有し，まち

やすく発信しま

余儀なくされ

まで減少して

変わりなく，

の人口減少や

減を図り，よ

町からなる阪神

の整備や広域

は，効果的か

 

化し，本市に

くりにおいて

もＮＰＯ等の

て進めていく

組む方法を身

提供すること

検討します。

活と自然との

ンを通じて，

づくりを着実

ます。 

た本市では，

います。しか

引き続き慎重

少子高齢化な

り大きな効果

神広域行政圏

利用をはじめ

つ効率的な行

おいても，Ｎ

も大きな役割

活動促進を図

ためには，市

に付けること

で，意識の啓

の関連，社会

市民と行政

実に進めるた

財政健全化

かしながら，

重な財政運営

などの社会環

果をもたらす

圏の中で，地

めとした広域

行財政運営の

全体

ＮＰＯの認可

割を果たして

図るとともに

市民のまちづ

とが必要とな

啓発を行い，

会資本と地域文

政との信頼関係

ため，まちづ

化に取り組ん

未だ全国的

営を行ってい

環境の変化を踏

す取り組みを迅

地域の共通課題

域事業を展開す

の視点から他

体構想

65

可を受ける

ていくと期

に，安定的，

づくりに対

なります。

次代のま

文化との関

係の下で推

くりに関す

だ結果，市

な水準から

く必要があ

踏まえ，景

迅速に実施

題解決に向

するなど，

市町と連携
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